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表紙の絵

エホバは，ご自分が造ったものを愛情深く世話している例を幾つか挙げて，ヨブを優しく気遣っていることを示した。（研究記事33の10節を参照。）
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研究記事32

若い皆さん，バプテスマの後もクリスチャンとして成長していきましょう


「愛によって……全ての点で成長していきましょう」。エフェソス 4:15

56番の歌 真理を生き方にする

何を学ぶか*




 1. 大勢の若い人たちは，どんな素晴らしいことをしてきましたか。

毎年，非常に大勢の若い人たちがバプテスマを受けています。あなたもその1人ですか。もしそうなら，会衆の兄弟姉妹だけでなく，エホバも喜んでいるに違いありません。（格 27:11）あなたがこれまでしてきたことについて，少し考えてみましょう。おそらく何年にもわたって，熱心に聖書を勉強してきました。そして，聖書が神の言葉であることを確信するようになりました。それに加えて，聖書を書いた方であるエホバを知って愛するようにもなりました。エホバを深く愛するようになったので，献身してバプテスマを受けました。本当に素晴らしいことです。

 2. この記事ではどんなことを考えますか。

2 あなたはバプテスマを目指す中で，さまざまな信仰の試練を経験してきたことでしょう。とはいえ，今後は別の試練も経験することになります。サタンがエホバに対するあなたの愛を弱め，エホバから引き離そうとするからです。（エフェ 4:14）決してそれに負けてはいけません。どうすればエホバへの忠実を保ち，献身の誓いを守ることができるでしょうか。クリスチャンとして十分に成長するよう「努力」を続けることです。（ヘブ 6:1）では，そのためにどんなことができますか。






クリスチャンとして成長するには


 3. クリスチャンは皆，バプテスマを受けた後もどうする必要がありますか。

3 私たちは皆，バプテスマを受けた後も，パウロのアドバイスに従う必要があります。パウロはエフェソスの仲間たちに対して，クリスチャンとして「十分に成長」するようにと言いました。（エフェ 4:13）これはつまり，進歩を続ける必要があるということです。パウロは，クリスチャンとしての成長を子供の文字通りの成長に例えました。赤ちゃんが生まれると，親はその子のことを喜び，誇らしく思います。でも，その子はいつまでも赤ちゃんのままでいることはできません。成長して，「子供の特徴」を捨て去る必要があります。（コリ一 13:11）クリスチャンも同じように，バプテスマを受けた後も成長を続ける必要があるのです。では，この点でどんなことが助けになるでしょうか。

 4. クリスチャンとしてどんな面で成長することができますか。そのためにはどうする必要がありますか。（フィリピ 1:9）

4 エホバを愛する面で成長する。あなたはすでにエホバを心から愛していることでしょう。でも，その愛をさらに深めることができます。どのようにでしょうか。パウロはフィリピ 1章9節で，そうする1つの方法について述べています。（読む。）パウロは，フィリピの兄弟姉妹が「いっそう愛の豊かな人になれますように」と祈りました。ですから，私たちはエホバを愛する面で成長することができるのです。そのために，「正確な知識と十分な識別力」を得る必要があります。エホバについて知れば知るほど，エホバをいっそう愛し，エホバの性格や物事の扱い方に魅力を感じるようになります。また，「エホバに喜ばれることを行いたい，エホバが悲しむことは決してしたくない」という気持ちを強めることもできます。そして，エホバが私たちに何を望んでいるのか，どうすればそれを行えるかを見分けるよう努力することもできます。

5-6. エホバを愛する面で成長するために，どんなことができますか。

5 イエスはエホバの性格を完璧に反映していました。それで私たちは，イエスについて知れば知るほどエホバへの愛を深めることができます。（ヘブ 1:3）イエスについて知る一番良い方法は，四福音書を調べることです。あなたは，聖書を毎日読むことを習慣にしていますか。もしまだであれば，ぜひ始めてみてください。イエスについての記述を読む時には，イエスの性質に注目しましょう。イエスは近づきやすい人でした。幼い子供たちを優しく抱き寄せました。（マル 10:13-16）また，人を緊張させることはありませんでした。それで，弟子たちはイエスがいる時にも，自分たちの考えを気兼ねなく話すことができました。（マタ 16:22）このようにして，イエスは天のお父さんエホバに倣っていました。ですから，エホバも近づきやすい方だということが分かります。私たちは，エホバに祈りで近づき，自分の気持ちを打ち明けることができます。こんなことを祈ったら怒られるだろうか，などと心配する必要はありません。エホバは，私たちのことを愛し，気遣ってくださっているのです。（ペテ一 5:7）

6 イエスは，人々に同情を覚えました。マタイはこう書いています。「[イエスは]群衆を見て，かわいそうに思った。羊飼いのいない羊のように痛めつけられ，放り出されていたからである」。（マタ 9:36）では，エホバはどう感じているのでしょうか。イエスはこう言っています。「天にいる私の父はそれら目立たない人の1人が滅びることも望んでいません」。（マタ 18:14）このことを知ると，本当にうれしくなるのではないでしょうか。確かに，イエスについて知れば知るほど，エホバへの愛は深まっていくのです。

 7. クリスチャンとして十分に成長した兄弟姉妹とよく知り合うことは，どのように助けとなりますか。

7 クリスチャンとして十分に成長した兄弟姉妹とよく知り合うようにするなら，いっそうエホバを愛するようになり，自分もクリスチャンとして成長することができます。そうした兄弟姉妹は，本当に喜びにあふれています。そして，エホバに仕えるという決定を全く後悔していません。そうした兄弟姉妹に，エホバに仕える中でどんな経験をしてきたのか，尋ねてみるのはどうでしょうか。また，重要な決定をしなければならない時には，アドバイスを求めることもできます。聖書にある通り，「助言者が多ければ成功する」のです。（格 11:14）



[image: 1. 若い姉妹が，「生命 ― どこから？」と「生命の起源 ― 5つの大切な質問」の冊子を使って調査している。2. その姉妹が，先生やクラスメートの前で，調べたことを発表している。]

進化論の授業に備えてどんなことができるか。（8-9節を参照。）





 8. 聖書の教えに疑いを感じたら，何ができますか。

8 疑いの気持ちを乗り越える。2節で考えた通り，サタンは，私たちがクリスチャンとしてさらに成長するのを阻もうとしています。そのために，聖書の教えに対する疑いの気持ちを抱かせようとすることがあります。例えば，神を無視した進化論の教えを聞くことになるでしょう。幼い時にはこうした教えについて考えたことはなかったかもしれませんが，大きくなると学校で教えられることになります。先生たちの話を聞いていると，論理的で本当らしく聞こえることもあるでしょう。でも，そうした先生たちは，創造者がいるかどうかについてじっくり考えたことはないかもしれません。格言 18章17節にある次の言葉を覚えておくのは大切です。「最初に言い分を述べる人は正しく見える。やがて相手方が来て，彼に問いただす」。ですから，学校で教わることをうのみにするのではなく，聖書の真理をよく調べるようにしましょう。エホバの証人の出版物を調査してください。また，以前に進化論を信じていた兄弟姉妹に，私たちを愛する創造者がいると確信できたのはなぜかを尋ねてみることもできます。こうした会話は，創造者がいることを示す証拠に目を向ける助けとなります。

 9. メリッサ姉妹の経験からどんなことを学べますか。

9 メリッサ姉妹は，創造について調べることが本当に役立ったと感じています。* こう言っています。「学校では，進化論が事実であるかのように教えられます。私は初め，自分の疑いに向き合いたくありませんでした。もし創造がうそだと分かったらどうしよう，と思ったんです。でも，エホバは私たちが証拠をきちんと調べた上でご自分に仕えることを願っているはずだ，と思いました。それで，調査することにしました。『あなたのことを気づかう創造者がおられますか』の本や，『生命 ― どこから？』，『生命の起源 ― 5つの大切な質問』の冊子を読みました。本当に助けになりました。もっと早くそうしていたらよかったです」。

10-11. 道徳面での清さを保つためにどんなことができますか。（テサロニケ第一 4:3，4）

10 間違った行いを退ける。思春期には，セックスをしたいという気持ちが強くなったり，性的に不道徳なことを行うよう強い圧力を受けたりするかもしれません。サタンは，私たちがそうした欲望に負けて間違ったことを行うよう願っています。では，どうすれば道徳面での清さを保てるでしょうか。（テサロニケ第一 4:3，4を読む。）エホバに祈ることができます。自分の本当の気持ちを打ち明け，力を与えてくださいとお願いしましょう。（マタ 6:13）エホバはあなたを責めようとしているのではなく，助けたいと思っています。（詩 103:13，14）また，聖書を読むことも助けになります。先ほどのメリッサ姉妹は，不道徳な考えと闘っていました。こう言っています。「毎日聖書を読んだおかげで，頑張ることができました。自分がエホバのものであり，エホバにずっと仕えたいと思っていることを思い起こす助けにもなりました」。（詩 119:9）

11 自分一人で問題を解決しようとしてはいけません。悩んでいることをぜひ親に話してください。そうするのは簡単ではありませんが，とても大切なことです。メリッサ姉妹はこう言います。「勇気を求めてエホバに祈り，父に悩みを打ち明けました。そうしたら，とっても気持ちが楽になりました。エホバは私を見て，誇らしく感じてくれたと思います」。

12. どうすれば良い決定ができますか。

12 聖書の原則を指針とする。あなたが大きくなるにつれて，自分で決定できることは増えていくでしょう。でも，人生経験はまだ限られています。では，どうすればエホバとの絆を弱めるような決定を避けられるでしょうか。（格 22:3）カリー姉妹にとって良い決定をする助けとなったのは，クリスチャンとして十分に成長した人たちには，こまごまとしたルールは必要ない，ということに気付いたことでした。姉妹はこう言います。「私は，聖書に載せられている規則だけでなく，原則も理解する必要がありました」。聖書を読む時には，次のように考えてみましょう。「この部分からエホバの考え方についてどんなことを学べるだろうか。自分に当てはまる原則があるだろうか。それを当てはめることは，どのように自分のためになるだろうか」。（詩 19:7。イザ 48:17，18）聖書を読んで原則についてじっくり考えるなら，エホバに喜ばれる決定を下しやすくなるでしょう。クリスチャンとして成長していくと，エホバの考え方がいっそうよく分かるようになり，細かなルールは必要ないということに気付くはずです。



[image: 2人の若い姉妹が一緒に「ものみの塔」の予習をしている。]

この若い姉妹はどんな人を友達にしたか。（13節を参照。）





13. 良い友達はどのように助けとなってくれますか。（格言 13:20）

13 エホバを愛している人を友達にする。7節で考えた通り，良い友達を選ぶなら，クリスチャンとしていっそう成長することができます。（格言 13:20を読む。）サラ姉妹は喜びを失いかけていました。でも，あることがきっかけで見方を変えることができました。こう言っています。「本当にぴったりのタイミングで良い友達が与えられました。1人の若い姉妹は，『ものみの塔』の予習を毎週一緒にしてくれました。また，別の友達は，集会でコメントするよう助けてくれました。こうした良い友達のおかげで，私は個人研究や祈りにいっそう真剣に取り組むようになりました。そして，エホバとの絆が強まり，再び喜びを味わえるようになりました」。

14. ジュリエン兄弟はどのようにして良い友達をつくりましたか。

14 どうすれば良い友達をつくることができるでしょうか。今では長老として奉仕しているジュリエン兄弟はこう言います。「若い頃は，伝道している時に良い友達をつくることができました。そうした友達はとても熱心で，伝道の楽しさを教えてくれました。それで，私は全時間奉仕を目標にするようになりました。また，自分に良い友達があまりいないのは，同じ年代の人とばかり付き合うようにしていたからだ，ということにも気付けました。後にベテルでも，良い友達に恵まれました。そうした人たちの手本のおかげで，良いレクリエーションを選ぶことができ，エホバとの絆も強まりました」。

15. パウロはテモテに対してどんな警告を与えましたか。（テモテ第二 2:20-22）

15 自分が会衆の誰かから良くない影響を受けていることに気付いた場合は，どうしたらよいでしょうか。パウロは，1世紀のクリスチャン会衆の中にクリスチャンらしくない考え方や行動をしている人がいることを知っていました。それでテモテに対して，そうした人から離れているようにと警告しました。（テモテ第二 2:20-22を読む。）天のお父さんエホバとの絆はとても貴重なものです。私たちはそれを育むために一生懸命努力してきました。ですから，良くない交友によってその絆を弱めてしまうことが決してないようにしましょう。（詩 26:4）






目標を立てるとよいのはなぜか


16. どんな目標を立てることができますか。

16 適切な目標を立てる。信仰を強めたり，自分を磨いたりするのに役立つ目標を立てましょう。（エフェ 3:16）例えば，個人研究や聖書通読の習慣を改善できるでしょうか。（詩 1:2，3）祈りの回数を増やしたり，内容をいっそう良いものにすることができますか。あるいは，レクリエーションの内容や時間の使い方に関して，もっと自制を示せるでしょうか。（エフェ 5:15，16）エホバは，あなたがクリスチャンとして成長するために一生懸命努力している姿を見て，喜んでくださいます。



[image: 「ものみの塔」の予習をしていた姉妹の1人が，年長の姉妹の買い物を手伝っている。]

この若い姉妹はどんな目標を立てたか。（17節を参照。）





17. 人を助けるとよいのはなぜですか。

17 人を助けることによっても，クリスチャンとして成長できます。イエスは，「受けるより与える方が幸福である」と言いました。（使徒 20:35）ですから，時間や若い力を用いて人を助けるなら，大きな幸せを味わえます。例えば，会衆の年長の人や病弱な人の助けになることを目標にできます。買い物などの用事をしてあげたり，電子機器の使い方を教えてあげたりできるかもしれません。また，兄弟であれば，仲間にいっそう仕えるために，援助奉仕者になることを目標にできるでしょう。（フィリ 2:4）そして，王国の良い知らせを伝えることによって，兄弟姉妹以外の人にも愛を示すことができます。（マタ 9:36，37）もし可能であれば，何らかの全時間奉仕を目標にしてください。

18. 全時間奉仕を行うことは，クリスチャンとして成長する上でどのように助けとなりますか。

18 全時間奉仕を行うなら，クリスチャンとして成長する機会がいっそう開かれることになります。例えば，開拓奉仕をしているなら，王国福音伝道者のための学校に出席できるかもしれません。また，ベテル奉仕や建設奉仕を行うことができるかもしれません。若い開拓者であるケイトリン姉妹はこう言います。「経験豊かな兄弟姉妹と宣教で一緒に働いたことが，クリスチャンとして成長する上でとても助けになりました。そうした人たちの手本のおかげで，聖書の知識を深め，教える技術を磨きたいと思うようになりました」。

19. クリスチャンとして成長していくなら，どんな祝福を経験できますか。

19 クリスチャンとして成長していくなら，多くの祝福を経験できます。むなしい目標を追い求めて若さを無駄にすることを避けられます。（ヨハ一 2:17）良くない決定をして苦しむこともないでしょう。あなたが行うことは成功し，幸福を味わうことができます。（格 16:3）そして，あなたの手本を見て，仲間の兄弟姉妹は年齢に関わりなく励みを得ることができます。（テモ一 4:12）最も重要なこととして，エホバに喜んでいただき，エホバとの強い絆を持てるので，穏やかな心や満足感を味わうことができます。（格 23:15，16）







どのように答えますか


	  バプテスマの後もクリスチャンとして成長していく必要があるのはなぜですか。



	  若い人はクリスチャンとして成長するためにどんなことができますか。



	  クリスチャンとして成長する上で，適切な目標を立てることはどのように役立ちますか。









88番の歌 あなたの道を教えてください

^  若い人がバプテスマを受けると，エホバに仕える人たちは皆とてもうれしく感じるものです。もちろん，バプテスマを受けた人は，その後もクリスチャンとして成長していく必要があります。この記事では，最近バプテスマを受けた若い兄弟姉妹がクリスチャンとして成長していくためにどんなことができるかを取り上げます。若い人だけでなく，会衆の全ての人が大切な点を学べます。


^  一部の名前は変えてあります。






^ （エフェ 4:15） 真理を語り，愛によって，頭であるキリストを目指して全ての点で成長していきましょう。



^  （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。


^  （エフェ 4:14） ですから，私たちはもう子供であってはならず，波にもまれるかのように翻弄されたり，風に吹かれるかのようにさまざまな教えに振り回されたりしてはなりません。人に欺かれたり，ずる賢いたくらみに乗せられたりしてはならないのです。



^  （ヘブ 6:1） それで，私たちはキリストに関する初歩の教理より先に進んだのですから，十分に成長するように努力しましょう。基礎的な教えに逆戻りしては*なりません。すなわち，むなしい*行いを悔い改めること，神への信仰，

直訳，「再び土台を据えては」。
直訳，「死んでいる」。


^  （エフェ 4:13） そのおかげで私たちは皆，信仰の一致と，神の子についての正確な知識の一致に達し，十分に成長した人*となり，キリストの背丈*に達するようになります。

または，「大人」。
または，「域」。


^  （コリ一 13:11） 私は子供だった時，子供の話し方をし，子供の考え方をし，子供の捉え方*をしていました。しかし，大人になった今，子供の特徴を捨て去りました。

または，「推論の仕方」。


^ （フィリ 1:9） 私はこう祈り続けています。皆さんが正確な知識と十分な識別力を得て，いっそう愛の豊かな人になれますように。



^  （フィリ 1:9） 私はこう祈り続けています。皆さんが正確な知識と十分な識別力を得て，いっそう愛の豊かな人になれますように。



^  （ヘブ 1:3） 神の子は，神の栄光を反映し，神の本質を完全に表していて，力強い言葉によって全てのものを支えています。そして，私たちを罪から清めた後，天で威光に輝く神の右に座りました。



^  （マル 10:13-16） さて，イエスに触れてもらうために，人々が幼い子供たちを連れてきたが，弟子たちは人々を叱りつけた。 14 イエスはこれを見て憤り，言った。「子供たちを私の所に来させなさい。止めようとしてはなりません。神の王国はこの子供たちのような人のものだからです。 15 はっきり言いますが，幼い子供のように神の王国を受け入れる人でなければ，決してそこに入れません」。 16 それから，子供たちを抱き寄せ，手を置いて，祝福があるようにと願い始めた。



^  （マタ 16:22） すると，ペテロはイエスを脇に連れていき，「主よ，自分を大切にしてください。決してそのような目には遭いません」と言って，叱り始めた。



^  （ペテ一 5:7） そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

または，「不安」，「悩み」。


^  （マタ 9:36） 群衆を見て，かわいそうに思った。羊飼いのいない羊のように痛めつけられ，放り出されていたからである。



^  （マタ 18:14） 同じように，天にいる私の父はそれら目立たない人の1人が滅びることも望んでいません。



^  （格 11:14） 巧みな指揮*がないと民は倒れ， 助言者が多ければ成功する*。

または，「的確な導き」。
または，「救われる」。


^  （格 18:17） 最初に言い分を述べる人は正しく見える。 やがて相手方が来て，彼に問いただす*。

または，「を徹底的に調べる」。


^ （テサ一 4:3， 4） 神は，皆さんが聖なる者となり，性的不道徳*を避けることを望んでいます。 4 皆さん一人一人は，聖なる者として品位を保てるよう，自分の体*をどのように制するかを知っているべきです。

ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。
直訳，「器」。


^  （テサ一 4:3， 4） 神は，皆さんが聖なる者となり，性的不道徳*を避けることを望んでいます。 4 皆さん一人一人は，聖なる者として品位を保てるよう，自分の体*をどのように制するかを知っているべきです。

ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。
直訳，「器」。


^  （マタ 6:13） 私たちを誘惑に陥らせないで，邪悪な者*から救い出してください』。

もしかすると，「邪悪なこと」。


^  （詩 103:13， 14） 父が子を憐れむように， エホバはご自分を畏れる人たちを憐れんだ。 14 神は私たちの造りをよく知っている。 私たちが土でできているにすぎないことを覚えている。



^  （詩 119:9） 若い人はどうすれば清く生きられるだろう。 あなたの言葉に従って注意深くあるならそうできる。



^  （格 22:3） 聡明な人は危険に気付いて身を隠すが， 経験のない人たちは進んでいって当然の報い*を受ける。

または，「罰」。


^  （詩 19:7） エホバの律法は完全で，力を吹き込む*。 エホバの教え*は信頼でき，経験の浅い人を賢くする。

または，「人を連れ戻す」。
または，「思い出させるもの」。


^  （イザ 48:17， 18） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。

直訳，「買い戻す」。


^ （格 13:20） 賢い人たちと共に歩むと賢くなり， 愚かな人たちと関わり合うと苦しい目に遭う。



^  （格 13:20） 賢い人たちと共に歩むと賢くなり， 愚かな人たちと関わり合うと苦しい目に遭う。



^ （テモ二 2:20-22） さて，大きな家には，金や銀の器具だけでなく，木や土の器具もあります。立派な用途のための器具もあれば，つまらない*用途のための器具もあります。 21 それで，後者のような人たちから離れている人は，立派な用途のための器具となります。神聖にされたもの，持ち主の役に立つもの，あらゆる良い活動のために用意ができたものとなるのです。 22 ですから，若い時に抱きがちな欲望から逃れ，清い心で主に頼る人たちと共に，正しさと信仰と愛と平和を追い求めなさい。

または，「卑しい」。


^  （テモ二 2:20-22） さて，大きな家には，金や銀の器具だけでなく，木や土の器具もあります。立派な用途のための器具もあれば，つまらない*用途のための器具もあります。 21 それで，後者のような人たちから離れている人は，立派な用途のための器具となります。神聖にされたもの，持ち主の役に立つもの，あらゆる良い活動のために用意ができたものとなるのです。 22 ですから，若い時に抱きがちな欲望から逃れ，清い心で主に頼る人たちと共に，正しさと信仰と愛と平和を追い求めなさい。

または，「卑しい」。


^  （詩 26:4） 人を欺く者と交友を持ち*ません。 自分がどんな人かを隠す者を避けます*。

直訳，「座り」。
または，「偽善者と交流しません」。


^  （エフェ 3:16） 私はこう祈ります。豊かな栄光に輝く父が，聖なる力によって皆さんの内面*を強くしてくださいますように。

または，「内面の人」。


^  （詩 1:2， 3） その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。  3 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。

または，「思い巡らす」。


^  （エフェ 5:15， 16） それで，自分の歩み方をしっかり見守りましょう。賢くない人ではなく賢い人のように歩み， 16 時間を有効に使って*ください。今は悪い時代だからです。

または，「良い時を買い取って」。


^  （使徒 20:35） 私は，このように真面目に働いて，弱い人たちを援助しなければならないこと，また，主イエス自身が述べた『受けるより与える方が幸福である』という言葉を覚えておかなければならないことを，あらゆる点で皆さんに示しました」。



^  （フィリ 2:4） 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう。



^  （マタ 9:36， 37） 群衆を見て，かわいそうに思った。羊飼いのいない羊のように痛めつけられ，放り出されていたからである。 37 そこで弟子たちに言った。「収穫は多いですが，働き手は少ないのです。



^  （ヨハ一 2:17） さらに，世も，世の欲望も，過ぎ去りつつあります。一方，神の望むことを行う人は永遠に生きます。



^  （格 16:3） 行うことは何でもエホバに委ねよ*。 そうすれば，計画は成功する。

直訳，「あなたが行うことをエホバに転がせ」。


^  （テモ一 4:12） あなたが若いからといって，誰にも見下されないようにしなさい。かえって，言葉や振る舞い，また愛，信仰，清さ*の点で，忠実な人たちの手本となってください。

または，「貞潔さ」。


^  （格 23:15， 16） わが子よ，あなたの心が賢くなったら， 私は心から喜ぶ。 16 あなたの唇が正しいことを語るとき， 私は心の奥底*から歓喜する。

直訳，「腎臓」。







研究記事33

エホバはご自分に仕える人たちを見守っている


「エホバの目は神を畏れる人に向けられている」。詩編 33:18

4番の歌 「エホバは私の牧者」

何を学ぶか*




 1. イエスがエホバに，弟子たちを守ってくださるようにとお願いしたのはなぜですか。

イエスは亡くなる前の晩，天のお父さんエホバに祈りを捧げ，弟子たちを守ってくださるようにとお願いしました。（ヨハ 17:15，20）もちろんエホバは，ご自分に仕える人たちのことをいつも見ていて，気遣い，守っています。でもイエスは，弟子たちがサタンからの猛烈な反対に遭うことや，それに立ち向かうためにはエホバの助けが必要であることをよく分かっていました。

 2. 詩編 33編18-20節によると，問題を恐れる必要がないのはなぜですか。

2 現在，真のクリスチャンはサタンが支配する世から非常に大きな圧力を受けています。それで，いろいろな問題にぶつかって落胆したり，エホバへの忠実を試されたりすることがあります。でも，この記事で考える通り，恐れる必要はありません。エホバが私たちを見守ってくださっているからです。エホバは，私たちがどんな問題に直面しているかを理解していて，助けたいと願っています。では，「エホバの目[が]神を畏れる人に向けられている」ことを示す聖書中の例を2つ考えてみましょう。（詩編 33:18-20を読む。）






自分は独りぼっちだと感じる時


 3. どんな時に，自分は独りぼっちだと感じるかもしれませんか。

3 私たちには信仰で結ばれた大きな家族がいるとはいえ，時には，自分は独りぼっちだという気持ちになることがあります。例えば，若い人たちは，学校でクラスメートに対して自分の信条を説明しなければいけない時や，会衆が変わる時などにそう感じるかもしれません。悲しくなったり，気分が落ち込んだりした時に，自分一人で闘わなければいけないと感じることもあるでしょう。分かってもらえないのではないかと思って，自分の気持ちを誰かに話すことをためらってしまうかもしれません。誰も自分のことを気に掛けてくれてなどいない，と感じることもあるでしょう。理由がどんなものだったとしても，自分は独りぼっちだという気持ちになると，心細く不安に思うものです。エホバは，私たちがそうした気持ちになることを決して願ってはいません。どうしてそう言えるでしょうか。

 4. エリヤが「私だけが残りました」と言ったのはなぜですか。

4 エホバに忠実に仕えたエリヤの例を考えてみましょう。イゼベルがエリヤを殺すことを誓っていたため，エリヤは40日余りにわたって逃げていました。（王一 19:1-9）そして，洞窟の中で独りでいた時に，エホバに向かって，預言者は「私だけが残りました」と言いました。（王一 19:10）でも，実際には残っていた預言者がほかにもいました。オバデヤは，100人の預言者たちをイゼベルからかくまっていました。（王一 18:7，13）では，エリヤはどうして自分は独りだと感じたのでしょうか。オバデヤがかくまった預言者たちはみんな死んでしまった，と思ったのでしょうか。カルメル山での対決でエホバが真の神であることが明らかになったにもかかわらず，エホバへの崇拝に誰も加わらなかったので，がっかりしたのでしょうか。あるいは，自分がどれほど危険な目に遭っているかを分かってくれる人も，自分のことを気に掛けてくれる人もいない，と感じていたのでしょうか。聖書には詳しいことは何も書かれていません。でも，次のことは確かです。エホバはエリヤがどうして自分は独りだと感じていたのかも，どのように助けたらよいかも分かっていました。



[image: 1. エリヤが洞窟の中で熱烈に祈っている。2. 1人の兄弟が，寝室で熱烈に祈っている。]

自分は独りぼっちだと感じる時，エホバがエリヤを助けた方法について考えると，どんな慰めを得られるだろうか。（5-6節を参照。）





 5. エホバはどのようにエリヤを安心させましたか。

5 エホバは，いろいろな方法でエリヤを助けました。2度にわたって，「ここで何をしているのか」と尋ね，エリヤに話すよう促しました。（王一 19:9，13）そして，どちらの時にも，エリヤが自分の気持ちを打ち明けるのをよく聞きました。また，ご自分がそこにいることや，どれほど大きな力を持っているかを示しました。さらに，ご自分に仕える人たちが大勢いることを知らせました。（王一 19:11，12，18）エリヤは，エホバが自分の気持ちを聞いてそれに答えてくれたので，とてもほっとしたことでしょう。また，エホバはエリヤに重要な務めも幾つか与えました。ハザエルをシリアの王に，エヒウをイスラエルの王に，エリシャを預言者にするように，と言ったのです。（王一 19:15，16）こうした務めを与えることによって，エホバはエリヤが前向きな見方ができるように助けました。そしてエホバは，エリシャがエリヤと共に働くようにもしました。では私たちは，自分は独りぼっちだと感じる時，エホバに助けていただくためにどんなことができるでしょうか。

 6. 自分は独りぼっちだと感じる時，どんなことを祈れますか。（詩編 62:8）

6 エホバは私たちに，ご自分に祈るようにと勧めています。エホバは，あなたがどんな問題と闘っているかを分かってくれていますし，あなたの祈りをいつでも聞いてくださいます。（テサ一 5:17）ご自分を崇拝する人たちの祈りを聞くのは，エホバにとって喜びです。（格 15:8）では，自分は独りぼっちだと感じる時，どんなことを祈れるでしょうか。エリヤと同じように，自分の気持ちを全てエホバに打ち明けましょう。（詩編 62:8を読む。）どんなことを心配しているのかも伝えることができます。そうした気持ちに立ち向かえるよう，助けを求めてエホバに祈りましょう。例えば，学校で自分の信条について話す時に，心細くて怖くなるなら，勇気を求めてエホバに祈ることができます。上手に説明できるように知恵を求めることもできるでしょう。（ルカ 21:14，15）気分が落ち込む時にはどうでしょうか。経験を積んだクリスチャンと話せるように，また，その人が分かってくれるように，とエホバに祈ることができます。自分の気持ちをエホバに打ち明け，エホバからの答えに耳を傾け，ほかの人からの助けを受け入れるなら，自分は独りぼっちだという気持ちは和らいでいくでしょう。



[image: その兄弟が，兄弟姉妹とビデオ通話をしながら，楽しそうに手紙伝道をしている。]

仲間と一緒に奉仕する時間を増やすことができるだろうか。（7節を参照。）





 7. マウリシオ兄弟の例からどんなことを学べますか。

7 エホバは，私たちみんなにやりがいのある仕事を与えてくださっています。そして，会衆や宣教で私たちが行うことに目を留め，高く評価してくださっています。（詩 110:3）こうしたことに打ち込むなら，自分は独りぼっちだという気持ちに立ち向かう上で助けとなります。若いマウリシオ兄弟の例を考えてみましょう。* 兄弟がバプテスマを受けたすぐ後，親しい友達が徐々に真理から離れていきました。兄弟はこう言います。「その友達が離れていくのを見て，自信がなくなりました。『自分は献身の誓いをきちんと果たせるだろうか。エホバの家族の中にとどまることができるだろうか』と不安になりました。とても寂しく感じ，こうした気持ちは誰にも分かってもらえないと思いました」。兄弟にとってどんなことが助けになったでしょうか。こう言います。「宣教にもっと参加するようにしました。そうすると，自分のことや消極的なことばかり考えなくて済みました。誰かと一緒に宣教を行うと，とても楽しい気持ちになり，寂しさが和らぎました」。一緒に奉仕に出掛けることができないとしても，手紙伝道や電話伝道などを一緒に行うなら，力を得ることができます。マウリシオ兄弟は，ほかにも助けになったことについてこう言います。「会衆の仕事をもっと頑張るようにしました。また，集会での割り当てを一生懸命準備して果たすようにしました。こうしたことを行うと，エホバにも仲間にも喜んでもらえていると実感できました」。






厳しい試練に押しつぶされそうな時


 8. 厳しい試練にぶつかると，どんな気持ちになることがありますか。

8 私たちは，この終わりの時代にさまざまな試練を経験するということを理解しています。（テモ二 3:1）でも，予想外の時に予想外のことが起きる場合もあります。例えば，突然経済的な問題にぶつかったり，重い病気になったり，愛する人を亡くしたりするかもしれません。こうした大変なことが次々に生じたり，たくさんの試練が一度に降り掛かったりすると，気持ちが落ち込み，押しつぶされそうに感じることもあります。でも，エホバは私たちのことを見守ってくれています。そして，エホバの助けがあれば，どんな試練に対しても確信を持って立ち向かうことができます。

 9. ヨブはどんな試練を経験しましたか。

9 忠実な人ヨブをエホバがどのように助けたか，考えてみましょう。ヨブは短い間に大変な試練を幾つも経験しました。1日のうちに，家畜を失い，召し使いたちを殺され，愛する子供たちを亡くしました。（ヨブ 1:13-19）その後，深い悲しみに暮れている時に重い病気になり，体中に痛みの伴う腫れ物ができました。（ヨブ 2:7）ヨブはとてもつらく感じていたので，「私は自分の命に嫌気が差します。生きていたくありません」と言うほどでした。（ヨブ 7:16）



[image: ヨブが，エホバが創造した畏敬の気持ちを抱かせる動物について考えている。カバ，コウノトリ，ダチョウ，ワニ，ワシ，馬，野牛など。暴風の中，エリフと3人の偽の友が近くに座っている。]

エホバは，ご自分が造ったものを愛情深く世話している例を幾つか挙げて，ヨブを優しく気遣っていることを示した。（10節を参照。）





10. エホバはヨブが試練を乗り越えられるよう，どのように助けましたか。（表紙の絵を参照。）

10 エホバはヨブのことを見守っていました。ヨブを愛していたので，ヨブが試練を乗り越えられるよう必要な助けを与えました。ヨブに，ご自分が非常に豊かな知恵を持っていることや，ご自分が造ったものを愛情深く世話していることについて話しました。畏敬の気持ちを抱かせる動物を幾つも挙げました。（ヨブ 38:1，2; 39:9，13，19，27; 40:15; 41:1，2）また，ヨブに力や慰めを与えるために，忠実な若いエリフを用いました。エリフは，エホバがご自分に仕える人たちの忍耐に必ず報いるということを思い起こさせました。とはいえエホバは，エリフがヨブに思いやり深い助言を与えるようにもしました。エリフは，宇宙を造った方であるエホバと比べれば，人間がいかに小さな存在であるかを考えるよう勧め，ヨブが物事を広い視野で見られるように助けました。（ヨブ 37:14）またエホバは，ヨブに務めも与えました。それは，罪を犯した3人の友のために祈ることでした。（ヨブ 42:8-10）ではエホバは，私たちが難しい試練にぶつかる時，どのように助けてくださるでしょうか。

11. 試練を経験する時，聖書からどんな慰めを得られますか。

11 エホバは，ヨブに対しては直接語り掛けましたが，私たちに対しては聖書を通して語り掛けています。（ロマ 15:4）私たちを慰めるために将来の希望を与えてくれています。では，試練にぶつかった時に慰めとなる聖書の言葉を幾つか考えてみましょう。エホバは，厳しい試練を含め，どんなものも「神の愛から私たちを引き離すことはできません」と述べています。（ロマ 8:38，39）また，祈りで「ご自分に呼び掛ける全ての人の近くにいる」とも約束しています。（詩 145:18）聖書によれば，エホバに頼るならどんな試練も耐えることができ，喜びを味わうことさえできます。（コリ一 10:13。ヤコ 1:2，12）エホバが与えてくださる祝福が永遠に続くことを考えれば，私たちが今経験している試練は，一時的で短いものです。（コリ二 4:16-18）そしてエホバは，全ての試練の根本原因である悪魔サタンとサタンに従う邪悪な者たちを除き去る，と約束しています。（詩 37:10）あなたは，将来試練に遭った時に思い出せるよう，慰めとなる聖書の言葉を覚えていますか。

12. エホバは私たちがどうすることを願っていますか。

12 エホバは，私たちがきちんと時間を取り分けて聖書を学び，その内容をじっくり考えることを願っています。学んだことを実践するなら，信仰は強まり，天のお父さんエホバをいっそう身近に感じられるようになります。そのようにして，試練に耐えるための力を得ることができます。またエホバは，聖書を信頼する人たちに聖なる力も与えてくださいます。私たちはその力によって，「普通を超えた力」を得ることができ，どんな試練も忍耐することができます。（コリ二 4:7-10）

13. 「忠実で思慮深い奴隷」が提供する信仰を強める食物は，私たちが試練に耐える上でどのように助けとなりますか。

13 「忠実で思慮深い奴隷」は，エホバからの助けを得て，さまざまな記事や動画や音楽を提供してきました。そのおかげで，私たちは信仰を強め，エホバとの絆を保つことができます。（マタ 24:45）私たちは，エホバが適切な時に与えてくださるこうした食物を十分に活用する必要があります。米国の1人の姉妹は，こうした信仰を強める食物に感謝して，こう述べています。「私は40年にわたってエホバに仕えてきましたが，エホバへの忠誠を試されることが何度もありました」。姉妹は，とても大変な試練を幾つも経験しました。祖父を，飲酒運転の人が起こした事故で亡くしました。そして，両親は重い病気になって亡くなりました。姉妹自身，がんとの闘いを2度経験しました。姉妹が忍耐する上で，どんなことが助けになったのでしょうか。姉妹はこう言います。「エホバは私のことをいつも気に掛けてくれています。忠実で思慮深い奴隷を通して与えてくださる信仰を強める食物のおかげで，忍耐することができています。それで私も，ヨブと同じように，『私は死ぬまで忠誠を貫く！』と言うことができます」。（ヨブ 27:5）



[image: 母親と幼い娘が年長の夫婦を訪ねている。娘は，自分が作ったカードをプレゼントしている。年長の兄弟は酸素吸入をしていて，そばにはそのためのボンベが置いてある。]

会衆の兄弟姉妹を助けるために，どんなことができるだろうか。（14節を参照。）





14. 私たちが試練に遭う時，エホバは兄弟姉妹を用いてどのように助けてくださいますか。（テサロニケ第一 4:9）

14 エホバは，私たちが大変な時に愛し合い，慰め合うようトレーニングしてくださっています。（コリ二 1:3，4。テサロニケ第一 4:9を読む。）会衆の誰かが難しい問題に遭っても忠実を保てるよう，兄弟姉妹はエリフに倣って喜んで助けたいと思っています。（使徒 14:22）ダイアン姉妹は，夫が重い病気になった時，会衆の仲間から励まされ，エホバとの絆を保つことができました。姉妹はこう言います。「本当につらい数カ月間でしたが，エホバが力強い腕で優しく支えてくださっていると感じました。会衆のみんなはいろんな方法で助けてくれました。家に来てくれたり，電話をかけてくれたり，ハグしてくれたりしたので，頑張ることができました。私は車を運転できないので，会衆の兄弟姉妹は私が集会や伝道に行けるように助けてくれました」。こうした愛情深い兄弟姉妹が会衆の中にいるというのは，本当に素晴らしいことではないでしょうか。






エホバの優しい気遣いに感謝する


15. 私たちが問題に立ち向かえるのはなぜですか。

15 私たちは，誰もが何かしらの試練を経験します。でも，この記事で考えた通り，私たちはそうした試練と独りで闘わなければいけないわけではありません。エホバは優しいお父さんのように，私たちのことを見守ってくれています。いつも私たちのそばにいてくださいますし，私たちの願いを聞き，喜んで助けたいと思っています。（イザ 43:2）エホバが必要なものを全て与えてくださっているので，私たちは問題に立ち向かうことができます。私たちの祈りを聞いてくださいますし，聖書や信仰を強めるたくさんの食物や，大変な時に助けてくれる愛情深い兄弟姉妹を与えてくださっているのです。

16. エホバに引き続き気遣っていただくためには，どんなことをする必要がありますか。

16 天のお父さんエホバ神が私たちのことを見守ってくれているのは，本当にうれしいことです。「私たちの心は神のことで喜び」ます。（詩 33:21）私たちは，エホバが与えてくださっている助け全てを活用することによって，エホバの優しい気遣いに感謝していることを示せます。また，エホバから引き続き気遣っていただくためには，自分の責任を果たす必要があります。ベストを尽くしてエホバに従い，エホバから見て正しいことを行い続けるなら，エホバは私たちのことをいつまでも見守ってくださるのです。（ペテ一 3:12）







どのように答えますか


	  自分は独りぼっちだと感じる時，エホバはどのように助けてくださいますか。



	  厳しい試練に押しつぶされそうな時，エホバはどのように助けてくださいますか。



	  エホバの優しい気遣いに感謝すべきなのはなぜですか。









30番の歌 私の父，私の神，私の友

^  私たちが今直面しているいろいろな問題と闘うには，エホバの助けが必要です。この記事では，エホバがご自分に仕える人たちを見守っていることについて考えます。エホバは，私たち一人一人がどんな問題に直面しているかをよく知っていて，それと闘うために必要な助けを与えてくださいます。


^  一部の名前は変えてあります。






^ （詩 33:18） エホバの目は神を畏れる人に向けられている。 神から揺るぎない愛を示されるのを待つ人に。



^  （ヨハ 17:15） この人たちを世から取り去ることではなく，邪悪な者から守ってくださるようお願いします。



^  （ヨハ 17:20） 私は，この人たちだけでなく，彼らの言葉によって私に信仰を持つ人々についてもお願いします。



^ （詩 33:18-20） エホバの目は神を畏れる人に向けられている。 神から揺るぎない愛を示されるのを待つ人に。 19 死から助け出すため， 飢饉の時に生き続けさせるためである。 20 私たちはエホバに期待を抱く。 神は私たちを助ける方，私たちの盾。



^  （詩 33:18-20） エホバの目は神を畏れる人に向けられている。 神から揺るぎない愛を示されるのを待つ人に。 19 死から助け出すため， 飢饉の時に生き続けさせるためである。 20 私たちはエホバに期待を抱く。 神は私たちを助ける方，私たちの盾。



^  （王一 19:1-9） アハブは，エリヤがした全てのこと，預言者たち皆を剣で殺したことについてイゼベルに話した。 2 イゼベルはエリヤの所に使者を遣わし，こう伝えさせた。「もし私があしたの今ごろまでにあなたをあの預言者たちのようにしないなら，神々が私を厳しく罰しますように！」 3 エリヤは怖くなり，身を守るために立ち上がって逃げた。ユダの町ベエル･シェバに来て，従者をそこに残した。 4 そして荒野に入って1日の道のりを行き，エニシダの木の下に来てそこに座り，死ぬことを願って言った。「もう十分です！ エホバ，どうぞ私の命を取り去ってください。私は父祖たちに勝っていません」。 5 エリヤは横になり，エニシダの木の下で眠った。すると突然，天使が彼に触れ，「起きて，食べなさい」と言った。 6 エリヤが見ると，頭のそばに，熱した石に載せた丸いパンと水差しがあった。彼は食べて飲み，再び横になった。 7 その後，エホバの天使が再び戻ってきて，彼に触れて言った。「起きて，食べなさい。大変な旅になるからです」。 8 それで彼は起きてから食べて飲み，栄養を付けて，40日間ずっと*進み，やがて真の神の山ホレブに着いた。 9 エリヤはそこにあった洞窟に入り，そこで夜を過ごした。すると，エホバが彼に語り掛けた。「エリヤ，ここで何をしているのか」。

直訳，「40日40夜」。


^  （王一 19:10） エリヤは言った。「私は，大軍を率いる神エホバにひたすら熱心に仕えてきました。イスラエルの民があなたの契約を捨て，あなたの祭壇を壊し，あなたの預言者たちを剣で殺したため，私だけが残りました。今，彼らは私の命を狙っています」。



^  （王一 18:7） オバデヤが道を進んでいると，エリヤが会いにやって来た。オバデヤはすぐにエリヤだと気付き，ひれ伏して，「エリヤ，あなたでしょうか」と言った。



^  （王一 18:13） あなたは，イゼベルがエホバの預言者たちを殺した時に私がしたことをお聞きになっていないのですか。私はエホバの預言者100人を50人ずつ洞窟に隠し，パンと水を供給し続けたのです。



^  （王一 19:9） エリヤはそこにあった洞窟に入り，そこで夜を過ごした。すると，エホバが彼に語り掛けた。「エリヤ，ここで何をしているのか」。



^  （王一 19:13） エリヤはそれを聞くとすぐに職服で顔を覆い，外に出て洞窟の入り口に立った。すると，次のように尋ねる声がした。「エリヤ，ここで何をしているのか」。



^  （王一 19:11， 12） 神は言った。「外に出て，山の上でエホバの前に立ちなさい」。すると，エホバがそばを通り，暴風がエホバの前で山々を裂き，大岩を砕いていった。しかしエホバは風の中にはいなかった。風の後，地震があった。しかしエホバは地震の中にもいなかった。 12 地震の後，火が生じた。しかしエホバは火の中にもいなかった。火の後，穏やかで静かな声がした。



^  （王一 19:18） イスラエルには，バアルにひざまずかず，口づけしなかった人たちがまだ7000人いる」。



^  （王一 19:15， 16） エホバはエリヤに言った。「戻って，ダマスカスの荒野に行きなさい。そこに着いたら，ハザエルを選んで*シリアの王としなさい。 16 また，ニムシの孫エヒウを選んで*イスラエルの王とし，アベル･メホラの人である，シャファトの子エリシャ*を選んで*，あなたに代わる預言者としなさい。

直訳，「に油を注いで」。用語集の「油を注ぐ」参照。
直訳，「に油を注いで」。
意味，「神は救い」。
直訳，「に油を注いで」。


^ （詩 62:8） 民よ，いつでも神に頼れ。 あなたの気持ちを全て神に伝えよ。 神は私たちの避難所。（セラ）



^  （テサ一 5:17） 絶えず祈ってください。



^  （格 15:8） 悪人の犠牲はエホバにとって忌まわしく， 正しい人の祈りは神にとって喜びである。



^  （詩 62:8） 民よ，いつでも神に頼れ。 あなたの気持ちを全て神に伝えよ。 神は私たちの避難所。（セラ）



^  （ルカ 21:14， 15） それで，どのように弁明するかを前もって練習しない，と心に決めなさい。 15 私があなたたちに言葉と知恵を与えるからです。反対者は皆一緒になってもそれに抵抗も反論もできません。



^  （詩 110:3） あなたが軍勢を指揮する*日に，あなたの民は喜んで自分を差し出す。 あなたが率いる若者たちは神聖さで光り輝く。 夜明けに豊かに生じる露のよう。

または，「あなたの軍隊が集まる」。


^  （テモ二 3:1） このことを知っておきなさい。終わりの時代は困難で危機的な時になります。



^  （ヨブ 1:13-19） さて，ヨブの息子や娘が長男の家で食事をし，ぶどう酒を飲んでいた日のこと， 14 ある人がヨブの所に来て報告した。「牛が耕し，ロバが近くで草を食べていると， 15 シバ人が襲ってきました。家畜は奪われ，召し使いたちは剣で殺されました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。 16 この人が話しているうちに，別の人が来て言った。「神の火*が天から下り，羊と召し使いたちを焼き尽くしました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。 17 この人が話しているうちに，別の人が来て言った。「カルデア人の3つの集団が襲ってきて，ラクダが奪われ，召し使いたちは剣で殺されました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。 18 この人が話しているうちに，さらに別の人が来て言った。「息子さんや娘さんは，ご長男の家で食事やぶどう酒を召し上がっていました。 19 すると突然，荒野の方から激しい風が家の四隅に吹き付け，家が倒れ，お子さんたちは下敷きになって亡くなりました。私だけが逃げ延びたので，知らせに参りました」。

もしかすると，「稲妻」。


^  （ヨブ 2:7） そこで，サタンはエホバの前から出ていき，ヨブの体に，頭のてっぺんから足の裏まで，痛みの伴う腫れ物*を生じさせた。

または，「ひどい潰瘍」。


^  （ヨブ 7:16） 私は自分の命に嫌気が差します。生きていたくありません。 放っておいてください。私の日々はまるで一呼吸のようだからです。



^  （ヨブ 38:1， 2） そこでエホバは暴風の中からヨブに言った。  2 「知らないのに言葉を発し， 私の考えを覆い隠しているのは誰か。



^  （ヨブ 39:9） 野牛はあなたに自分から仕えるだろうか。 あなたの牛小屋*で夜を過ごすだろうか。

または，「飼い葉おけ」。


^  （ヨブ 39:13） ダチョウは翼を楽しげに羽ばたかせる。 しかし，その翼はコウノトリの羽や羽毛にかなうだろうか。



^  （ヨブ 39:19） 馬に強さを与えるのはあなたなのか。 さらさらと鳴るたてがみを首にまとわせるのはあなたなのか。



^  （ヨブ 39:27） ワシが飛び立ち，高い所に巣を作るのは， あなたの命令によるのか。



^  （ヨブ 40:15） さて，ベヘモト*の話をしよう。 あなたと同じように，ベヘモトも私が造った。 それは雄牛のように草を食べる。

カバのことかもしれない。


^  （ヨブ 41:1， 2） あなたは釣り針でレビヤタン*を捕まえることができるか。 縄でレビヤタンの舌を押さえ付けることができるか。  2 レビヤタンの鼻に縄*を通せるか。顎にかぎ*を刺し通せるか。

ワニのことかもしれない。
直訳，「イグサ」。
直訳，「いばら」。


^  （ヨブ 37:14） ヨブ，聞いてください。 いま一度，神の素晴らしい偉業についてじっくり考えてください。



^  （ヨブ 42:8-10） さあ，雄牛7頭と雄羊7匹を連れて，私に仕えるヨブの所に行き，自分たちのために全焼の犠牲を捧げなさい。私に仕えるヨブがあなたたちのために祈る。愚かなことをしたあなたたちを処罰しないでほしいと。私はその願いを必ず聞き入れる。あなたたちは，私に仕えるヨブとは異なり，私について真実を語らなかった」。 9 テマン人エリパズ，シュアハ人ビルダド，ナアマ人ツォファルは行って，エホバに言われた通りにした。エホバはヨブの祈りを聞き入れた。 10 ヨブが友人たちのために祈った後，エホバはヨブの苦難を取り去り，再び豊かな生活を送らせた*。エホバは，ヨブが以前に持っていた物を，2倍にして与えた。

直訳，「エホバは捕らわれていたヨブを戻した」。


^  （ロマ 15:4） 以前に書かれた事柄は皆，私たちを教えるために書かれました。そのおかげで私たちは忍耐でき，聖書から慰めを得られるので，希望を持っていられます。



^  （ロマ 8:38， 39） 私は確信しています。死も，生も，天使も，政府も，今あるものも，これから来るものも，力も， 39 高さも，深さも，ほかのどんな創造物も，主であるキリスト･イエスを通して示される神の愛から私たちを引き離すことはできません。



^  （詩 145:18） エホバは，ご自分に呼び掛ける全ての人の近くにいる。 ご自分に誠実に*呼び掛ける全ての人の近くにいる。

または，「正しく」。


^  （コリ一 10:13） 皆さんが受けてきた誘惑は，多くの人が同じように経験してきた誘惑です。神は信頼できる方で，皆さんが耐えられないほど誘惑を受けるままにはしません。出口を設けて，誘惑に耐え切れるようにしてくださいます。



^  （ヤコ 1:2） 私の兄弟たち，さまざまな試練に遭う時，それを喜ばしいことと考えましょう。



^  （ヤコ 1:12） 試練に耐え続ける人は幸せです。神から良いと認められるとき，命の冠を受けるからです。その冠は，エホバ*がご自分を愛し続ける人たちに約束したものです。

付録A5参照。


^  （コリ二 4:16-18） ですから，私たちは諦めません。たとえ私たちの外面*は衰えていくとしても，内面*は日々新しくされていくのです。 17 苦難*はつかの間で軽いものですが，はるかに重みのある*永遠の栄光を私たちにもたらします。 18 私たちは，見えるものではなく見えないものに目を留めます。見えるものは一時的ですが，見えないものは永遠だからです。

または，「外面の人」。
または，「内面の人」。
または，「試練」。
または，「重みを増していく」。


^  （詩 37:10） ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。 彼らがいた場所を見ても，もういない。



^  （コリ二 4:7-10） しかし，私たちはこの宝を土の器に入れて持っています。そのため，普通を超えた力が私たちから出るのではなく，神から来るということが明らかです。 8 私たちは，あらゆる面で圧迫されながらも，身動きが取れないわけではありません。困惑させられながらも，逃げ道が全くない*わけではありません。 9 迫害されながらも，見捨てられているわけではありません。倒されながらも，滅ぼされているわけではありません。 10 私たちはこの体で，イエスが経験したひどい*仕打ちを常に耐え忍んでいます。私たちの体によってイエスの生き方が明らかになるためです。

もしかすると，「絶望するしかない」。
または，「死に至らせる」。


^  （マタ 24:45） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。



^  （ヨブ 27:5） あなた方を正しいと認めるなど私には考えられない！ 私は死ぬまで忠誠を貫く*！

または，「忠誠心を捨てない」。


^ （テサ一 4:9） 兄弟愛に関しては，書き送るまでもないでしょう。皆さんは神に教えられて愛し合っているからです。



^  （コリ二 1:3， 4） 私たちの主イエス･キリストの父である神が賛美されますように。神は，温かな憐れみの父，あらゆる慰めの神であり， 4 私たちがどんな試練*に遭うとしても慰めて*くださいます。それで私たちは，神からの慰めにより，どんな試練*に遭う人をも慰めることができます。

または，「苦難」。
または，「励まして」。
または，「苦難」。


^  （テサ一 4:9） 兄弟愛に関しては，書き送るまでもないでしょう。皆さんは神に教えられて愛し合っているからです。



^  （使徒 14:22） 弟子たちを力づけ，信仰を保つよう励まして，「私たちは，多くの苦難を経験して神の王国に入らなければなりません」と言った。



^  （イザ 43:2） あなたが水の中を通るとき，私はあなたと共にいる。 川を渡るとき，あなたが水にのまれることはない。 火の中を歩いても，あなたは焼かれず， 炎に焦がされることもない。



^  （詩 33:21） 私たちの心は神のことで喜び， 神の聖なる名を信頼する。



^  （ペテ一 3:12） エホバ*は正しい人に目を留め，その人たちの祈願に耳を傾ける。しかし，エホバ*は悪を行う人に厳しい顔を向ける」。

付録A5参照。
付録A5参照。







研究記事34

真理に従って歩み続ける


「真理に従って歩み続け……る」。ヨハネ第三 4

111番の歌 喜びはあふれる

何を学ぶか*




 1. 「真理」を知ったいきさつについて語り合うとよいのはなぜですか。

「どのようにして真理を知ったんですか」。あなたはこれまで，こうした質問に何度も答えてきたことでしょう。私たちは，仲間と親しくなりたいと思う時，こうしたことを尋ねるものです。兄弟姉妹がどのようにしてエホバを知り，愛するようになったかをぜひ聞きたいと思います。そして，自分にとって真理がどれほど大切なものであるかを話すのは，とても楽しいことです。（ロマ 1:11）こうした会話をするなら，真理がいかに貴重なものであるかが改めて分かります。そして，「真理に従って歩み続け」ようという決意が強まるでしょう。エホバが祝福し，喜んでくださる生き方を続けたい，と強く願うようになるのです。（ヨハ三 4）

 2. この記事ではどんなことを考えますか。

2 この記事では，私たちが真理を愛している理由について幾つかの点を考えます。そして，この貴重な贈り物に対する愛を示し続けるために，どんなことができるかも考えます。こうした点を考えるなら，エホバが私たちを真理に引き寄せるためにしてくださったことへの感謝が深まるでしょう。（ヨハ 6:44）そして，ほかの人にもこの真理を伝えたいという気持ちも強まるはずです。






私たちが「真理」を愛しているのはなぜか


 3. 私たちが真理を愛している理由のうち，最も重要なものは何ですか。

3 私たちが真理を愛している理由はいろいろあります。その中でも最も重要なのは，真理の源であるエホバ神を愛していることです。神の言葉である聖書から分かる通り，エホバは天と地を創造した全能者であるだけでなく，私たちを優しく気遣う愛情深い天のお父さんです。（ペテ一 5:7）「憐れみ深く，思いやりがある神，すぐに怒らず，揺るぎない愛に満ち，常に信頼できる」方です。（出 34:6）また，エホバは公正を愛しています。（イザ 61:8）私たちが苦しむのを見る時，エホバもつらく感じます。そして，ご予定の時に全ての苦しみを除き去ろうとしています。（エレ 29:11）本当に素晴らしいことではないでしょうか。だからこそ，私たちはエホバを心から愛しているのです。



[image: いかりのマーク。1. 楽園になった地球。山々や緑豊かな谷や川が見える。2. 姉妹が1人の女性に伝道している。]

聖書の真理を表す例え: いかり

いかりがあれば船が安定するのと同じように，聖書の希望があれば，私たちは試練に遭っても冷静でいることができます。また，聖書の真理は，将来の希望について人々に語るよう私たちを動かします。（4-7節を参照。）





4-5. パウロが希望をいかりに例えたのはなぜですか。

4 私たちはほかにもどんな理由で真理を愛しているでしょうか。真理は大いに私たちのためになります。1つの例を考えてみましょう。聖書の真理には，将来の希望が含まれています。その価値についてパウロは，「この希望は，私たちの命のためのいかりであり，確かで揺らぐことがな[い]」と述べました。（ヘブ 6:19）いかりがあれば船が安定するのと同じように，聖書の希望があれば，私たちは試練に遭っても冷静でいることができます。

5 ここでパウロは，神から選ばれたクリスチャンが抱いていた，天で生きる希望について述べていました。でも，パウロのこの言葉は，楽園となった地球で永遠に生きることを楽しみにしている人たちにも当てはまります。（ヨハ 3:16）永遠の命について知るなら，私たちの人生は確かに有意義なものになります。

6-7. イボンヌ姉妹にとって，将来についての真理を学ぶことはどのように助けとなってきましたか。

6 イボンヌ姉妹の経験を考えてみましょう。姉妹は真理を知らずに育ち，子供の頃，死ぬことをとても恐れていました。本で読んだ「いつか死ぬ日がやって来る」というフレーズが頭から離れませんでした。姉妹はこう言います。「その言葉を思うと夜も眠れず，将来が不安になりました。『人生には絶対，もっと意味があるはず。自分はなぜ存在しているのだろう』と思いました。わたしは死にたくありませんでした！」

7 その後，姉妹は10代の時にエホバの証人と出会いました。こう言っています。「わたしは，地上のパラダイスで永遠に生きる希望を自分も持てる，と信じるようになりました」。真理を学ぶことは，どのように助けとなってきたでしょうか。姉妹は，「将来や死ぬことが心配で夜も眠れない，ということはもうありません」と言っています。姉妹は聖書の真理を愛しており，将来の希望について人々に語ることから大きな満足感を得ています。（テモ一 4:16）



[image: ダイヤモンドのマーク。1. 楽園になった地球。山々や緑豊かな谷や川が見える。2. 1人の男性が，トロフィーやメダルなどが入った箱を片付けている。]

聖書の真理を表す例え: 宝

エホバに今仕えられることや神の王国の下で永遠にそうできる見込みは，宝に似ています。それには，どんな犠牲をも払う価値があります。（8-11節を参照。）





8-9. （ア）イエスの例えに出てくる1人の男性は，見つけた宝を高く評価していることをどのように示しましたか。（イ）あなたにとって真理はどれほど大切なものですか。

8 聖書の真理には，神の王国の良い知らせも含まれています。イエスは，王国についての真理を，隠された宝に例えました。マタイ 13章44節でこう述べています。「天の王国は野原に隠された宝のようです。ある人がそれを見つけて再び隠しました。そして，喜びのあまり，行って持ち物を全て売り，その野原を買います」。この人は宝を探していたわけではありませんでした。でも，それを見つけると，手に入れるために大きな犠牲を払いました。持ち物を全て売ったのです。なぜでしょうか。この宝が本当に貴重なもので，どんな犠牲をも払う価値がある，ということが分かっていたからです。

9 あなたも，真理について同じように感じているに違いありません。私たちは，エホバに仕える喜びや神の王国の下で得られる永遠の命は，この世で得られるどんなものよりもはるかに素晴らしい，ということをよく知っています。エホバとの絆はとても貴重なもので，どんな犠牲をも払う価値があります。「全ての点で神に喜ばれ」ることほどうれしいことはありません。（コロ 1:10）

10-11. マイケル兄弟が生き方を大きく変えることができたのはなぜですか。

10 多くの人が，エホバに喜んでいただくために大きな犠牲を払ってきました。例えば，世の中での成功や裕福になることを諦めた人たちがいます。また，エホバについて学んで生き方を大きく変えた人たちもいます。マイケル兄弟がまさにそうでした。兄弟は真理を知らずに育ちました。若い頃には武道を学びました。兄弟はこう言います。「わたしは，体を鍛えることに誇りを感じていました。自分は無敵だと思うこともありました」。でも，兄弟は聖書を学ぶようになり，エホバが暴力をどう見ているかを知りました。（詩 11:5）自分に聖書を教えてくれたエホバの証人の夫婦について，兄弟はこう言います。「武道をやめるべきだとは一度も言わず，ひたすら聖書の真理を教えてくださいました」。

11 マイケル兄弟は，エホバのことを知れば知るほど，エホバをいっそう愛するようになりました。特に，エホバがご自分を崇拝する人たちに思いやりを示すことに深く感動しました。やがて，自分の生き方を変えなければいけないことに気付きました。こう言っています。「自分にとって空手をやめることが一番難しいのは分かっていました。しかし，やめればエホバに喜ばれるということも分かっており，エホバに仕えるためならどんな犠牲も払うという覚悟ができていました」。マイケル兄弟は，真理を高く評価していたので，生き方を大きく変えることができたのです。（ヤコ 1:25）



[image: ランプのマーク。1. 楽園になった地球。山々や緑豊かな谷や川が見える。2. 1人の若い女性が，聖書で読んだことについてじっくり考えている。]

聖書の真理を表す例え: ランプ

明るいランプがあれば，暗闇の中でも進むべき道が分かります。同じように，聖書はサタンの邪悪な世の中で進むべき道を明らかにしてくれます。（12-13節を参照。）





12-13. 聖書の真理は，マイリー姉妹にとってどのように助けとなりましたか。

12 聖書は，真理の価値を示すために，真理を闇の中で輝くランプに例えています。（詩 119:105。エフェ 5:8）アゼルバイジャンのマイリー姉妹は，聖書に収められている輝く真理に深く感謝しています。姉妹の両親は別々の宗教を信じていて，父親はイスラム教徒で，母親はユダヤ教徒でした。姉妹はこう言います。「神の存在を疑ったりはしませんでしたが，よく分からないことが幾つもありました。『神はなぜ人間を創造したのだろう。人が一生苦しんだあげくに地獄で永久に責めさいなまれるとしたら，そのことにどんな良い目的があるのだろう』と思ったのです。人々が言うように何事も神の意志で生じるのなら，『神は，人形遣いのように人を操り，人の苦しみを見て楽しんでいるだけなのだろうか』，とも考えました」。

13 マイリー姉妹は疑問の答えを探し続けました。やがて，エホバの証人と聖書を学び始め，バプテスマを受けました。こう言っています。「神の言葉 聖書の論理が納得のゆくものだったので，人生観がより良いものになりました。聖書の説明は確かなものだったので，心は平安です」。マイリー姉妹のように，私たちは皆，「闇からご自分の輝かしい光の中に招き入れてくださ」った方エホバを賛美しています。（ペテ一 2:9）

14. 真理への愛を深めるためにどんなことができますか。（「ほかの例え」の囲みも参照。）

14 ここまでで，真理が貴重なものであることを示す例えを幾つか考えてきました。ほかにもきっと思い浮かぶことでしょう。個人研究で，自分が真理を愛している理由についてさらに考えてみるのはどうですか。真理への愛が深まれば深まるほど，いっそうさまざまな場面でその愛を示せるようになるでしょう。



[image: 開いてある聖書]



ほかの例え


この記事で学んだ通り，「真理」はいかりや宝やランプに例えることができます。とはいえ，ほかのものにも例えることができます。

	

[image: 鏡]



聖書の真理は鏡に似ています。聖書を読んで学ぶと，本当の自分を知ることができ，改善すべきところが分かります。（ヤコ 1:22-25）



	

[image: 水の滴]



暑い日に水を飲むと爽やかになるのと同じように，信仰の欠けた世の中で，聖書の真理の水は私たちに爽やかさを与えます。（詩 23:2，3）














真理を愛していることをどのように示せるか


15. 真理を愛していることを示すために，どんなことができますか。

15 私たちは，聖書や出版物を定期的に学ぶことによって，真理を愛していることを示せます。どれほど長い間，真理に従って歩んできたとしても，学べる事に終わりはありません。「ものみの塔」誌の創刊号には，こう述べられています。「真理は，荒れ放題になった場所に咲く一輪の目立たない小さな花のように，誤りという，うっそうと茂った雑草に囲まれ，ほとんど成長が阻まれている。真理を見つけたいと願うのであれば，絶えず探さなければならない。……真理を自分のものにしたいと願うのであれば，それを手に入れるために身をかがめなければならない。ただ一輪の真理の花に満足してはならない。……さらに集め，さらに多くを求めよ」。学ぶことには努力が求められますが，そうするだけの価値があります。

16. あなたは，どんな方法で学ぶのがよいと感じていますか。（格言 2:4-6）

16 確かに，読んだり学んだりするのが苦手な人もいるでしょう。でもエホバは，真理のいっそう深い理解を「求め続け」，「探し続ける」よう私たちに勧めています。（格言 2:4-6を読む。）こうした点で努力することは，必ず私たちのためになります。コリー兄弟は，聖書を読む時，1度に1つの節をじっくり考えるようにしています。こう言います。「脚注を全部読み，相互参照を全部調べ，調査もします。……この方法だといろんなことが分かります」。どんな方法を使うとしても，時間を取って一生懸命に学ぶなら，真理を高く評価していることを示せます。（詩 1:1-3）

17. 真理に従って生きるとはどういうことですか。（ヤコブ 1:25）

17 とはいえ，真理を十分に役立てるためには，ただ単に学んで終わってしまってはいけません。真理に従って生きる必要があります。つまり，学んだことを実践する必要があるということです。そのようにして初めて，真理によって本当の幸せを得ることができます。（ヤコブ 1:25を読む。）では，どうすれば真理に従って生きることができるでしょうか。1人の兄弟は，自分をよく分析して，できている点と改善すべき点を見極めるように，と勧めています。この点について，パウロはこう言っています。「私たちはこれまで進歩してきたのですから，この同じ道をきちんと歩んでいきましょう」。（フィリ 3:16）

18. 「真理に従って歩み続け」るようベストを尽くすべきなのはなぜですか。

18 「真理に従って歩み続け」るようベストを尽くすことは，本当に私たちのためになります。自分の生活の質が高まるだけでなく，エホバや仲間に喜びをもたらすこともできるのです。（ヨハ三 4。格 27:11）こうしたことを考えると，真理を愛し，真理に従って生きることは，本当にふさわしいことではないでしょうか。







どのように答えますか


	  私たちが「真理」を愛しているのはなぜですか。



	  真理に対する愛を深めるために，どんなことができますか。



	  真理を愛していることをどのように示せますか。









144番の歌 報いを見つめて

^  私たちは，自分の信条や生き方を「真理」と表現することがよくあります。真理を学んでエホバの証人になったのが，最近であってもずっと前であっても，真理をどうして愛しているのかについて考えるのは非常に良いことです。そうするなら，エホバに喜んでいただきたいという気持ちを強めることができるからです。






^ （ヨハ三 4） 私の子供たちが真理に従って歩み続けているのを聞くことほど，うれしい*ことはありません。

もしかすると，「感謝すべき」。


^  （ロマ 1:11） 皆さんに会うことを心から願っています。神からの贈り物を与えて*，皆さんを力づけるためです。

または，「神からの能力を用いて」。


^  （ヨハ三 4） 私の子供たちが真理に従って歩み続けているのを聞くことほど，うれしい*ことはありません。

もしかすると，「感謝すべき」。


^  （ヨハ 6:44） 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。



^  （ペテ一 5:7） そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

または，「不安」，「悩み」。


^  （出 34:6） エホバはモーセの前を通り過ぎつつ，こう宣言した。「エホバ，エホバ，憐れみ深く，思いやり*がある神，すぐに怒らず，揺るぎない愛*に満ち，常に信頼できる*。

または，「慈しみ」。
または，「愛ある親切」。
または，「真実を語る」。


^  （イザ 61:8） 私エホバは公正を愛し， 強奪と不正を憎んでいる。 民に誠実に報酬を与え， 彼らと永遠の契約を結ぶ。



^  （エレ 29:11） エホバはこう宣言する。『私は，あなたたちのために自分が行おうとしている*ことをよく知っている。あなたたちに災いではなく平和をもたらし，良い将来と希望を与えたいと思っている。

または，「考えている」。


^  （ヘブ 6:19） この希望は，私たちの命のためのいかりであり，確かで揺らぐことがなく，私たちを幕*の向こう側に導き入れます。

用語集参照。


^  （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^  （テモ一 4:16） 自分自身と自分の教えに絶えず注意を払いなさい。これらのことを粘り強く行いなさい。そうするなら，あなたは自分自身と，あなたの言葉に耳を傾ける人たちを救うことになります。



^  （マタ 13:44） 天の王国は野原に隠された宝のようです。ある人がそれを見つけて再び隠しました。そして，喜びのあまり，行って持ち物を全て売り，その野原を買います。



^  （コロ 1:10） エホバ*に仕える人にふさわしい歩み方をし，全ての点で神に喜ばれますように。また，あらゆる善いことを行って実を結び，神についての正確な知識をますます得られますように。

付録A5参照。


^  （詩 11:5） エホバは正しい人と悪い人を調べ， 暴力を愛する人を憎む。



^  （ヤコ 1:25） しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。



^  （詩 119:105） あなたの言葉は私の足元を照らすランプ， 私の進む道を照らす光。



^  （エフェ 5:8） 皆さんはかつて闇でしたが，今は主と結ばれて光となっています。光の子供として歩んでください。



^  （ペテ一 2:9） しかし皆さんは，神の「卓越性*を広く知らせるための，選ばれた種族，王である祭司，聖なる国民，特別な所有物である民」です。神は皆さんを闇からご自分の輝かしい光の中に招き入れてくださいました。

直訳，「徳」。神の優れた性質や行いのこと。


^ （ヤコ 1:22-25） 神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません。間違った考え方をして自分を欺いてはならないのです。 23 神の言葉を聞いても実践しない人は，鏡で自分の顔*を見る人に例えることができます。 24 その人は自分を見ますが，そこを離れると，自分がどのような人かをすぐに忘れてしまいます。 25 しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。

または，「生まれつきの顔」。


^ （詩 23:2， 3） 導かれて青々とした牧草地に寝そべり， 水の豊かな場所*で憩いを得て，  3 力を取り戻す。 神がご自分の名のために，正しい道に*導いてくださる。

もしかすると，「静かな水辺」。
または，「正しいことを行うよう」。


^ （格 2:4-6） 銀を求めるようにそれを求め続け， 隠された宝を探すように探し続けるなら，  5 その時，あなたはエホバへの畏れを理解し， 神についての知識を見つける。  6 エホバご自身が知恵を与えてくださるからである。 神の口から知識と識別力が出る。



^  （格 2:4-6） 銀を求めるようにそれを求め続け， 隠された宝を探すように探し続けるなら，  5 その時，あなたはエホバへの畏れを理解し， 神についての知識を見つける。  6 エホバご自身が知恵を与えてくださるからである。 神の口から知識と識別力が出る。



^  （詩 1:1-3） 何と幸せなのだろう。 悪人の意見に従って歩まず， 罪人の道に立たず， あざける人と共に座らない人は。  2 その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。  3 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。

または，「思い巡らす」。


^ （ヤコ 1:25） しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。



^  （ヤコ 1:25） しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。



^  （フィリ 3:16） いずれにしても，私たちはこれまで進歩してきたのですから，この同じ道をきちんと歩んでいきましょう。



^  （ヨハ三 4） 私の子供たちが真理に従って歩み続けているのを聞くことほど，うれしい*ことはありません。

もしかすると，「感謝すべき」。


^  （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。







研究記事35

これからも「力づけ合ってください」


「これからも励まし合い，力づけ合ってください」。テサロニケ第一 5:11

90番の歌 励まし合いましょう

何を学ぶか*




 1. テサロニケ第一 5章11節によると，私たち全てはどんなことを行えますか。

あなたの会衆は，王国会館を新築したり改装したりしたことがありますか。もしあるなら，そこで行われた初めての集会をよく覚えていることでしょう。エホバに心から感謝したに違いありません。胸がいっぱいになって，最初の歌を歌うことができなかったかもしれません。確かに，立派な王国会館を建てることはエホバへの賛美となります。とはいえ，そこに集まる人たちを力づけることは，エホバにいっそう大きな賛美をもたらします。パウロは，このことを念頭に置いて，この記事の主題聖句であるテサロニケ第一 5章11節を書きました。（読む。）

 2. この記事ではどんなことを考えますか。

2 仲間を力づける面で，パウロは素晴らしい手本です。パウロは兄弟姉妹に思いやりを示しました。兄弟姉妹が（1）試練に立ち向かい，（2）平和な関係を保ち，（3）エホバへの信仰を強めるよう助けました。この記事では，こうした点を考えます。また，どうすればパウロに倣って仲間を力づけることができるかについても取り上げます。（コリ一 11:1）






試練に立ち向かうよう助けた


 3. パウロはどんなバランスの取れた見方を持っていましたか。

3 パウロは，兄弟姉妹を心から愛していました。パウロ自身，いろいろな問題を経験していたので，試練に遭っている兄弟姉妹に同情し，思いやりを示すことができました。ある時，パウロは手持ちのお金がなくなってしまったので，自分や同行者の生活を支えるために働く必要がありました。（使徒 20:34）パウロは天幕作りを仕事にしていました。コリントに着いてしばらくの間は，同じ仕事をしていたアクラやプリスキラと一緒に働きました。それでも，「安息日ごとに」ユダヤ人やギリシャ人に伝道していました。やがて，シラスとテモテがやって来ると，「パウロは神の言葉を伝えることに専念し」ました。（使徒 18:2-5）パウロは人生の中で一番大切にすべきことを決して見失いませんでした。エホバに仕えることを中心にしていたのです。パウロは，宣教の面でも自分の生活を支える面でも一生懸命に働いていたので，兄弟姉妹に励ましを与えることができました。どんなことを教えたのでしょうか。毎日の生活の中でぶつかる問題や家族を養うことに思いを奪われて，何であれエホバへの崇拝に関係した「より重要なこと」をおろそかにすることがあってはいけない，ということです。（フィリ 1:10）

 4. パウロとテモテは迫害に直面している兄弟姉妹をどのように助けましたか。

4 テサロニケに会衆ができて間もなく，クリスチャンになったばかりの兄弟姉妹は激しい反対に直面しました。暴徒と化した反対者たちは，パウロとシラスを見つけられなかったので，「何人かの兄弟たちを町の支配者たちの所に」引きずっていき，「この男たちは皆カエサルの命令に逆らって行動し……ています」と叫びました。（使徒 17:6，7）新しいクリスチャンたちは，人々から反対されて，どれほど不安に感じ，恐れたことでしょう。エホバに仕えようという気持ちが弱まってしまってもおかしくない状況でした。でも，パウロはそうなってほしくないと思っていました。パウロとシラスはテサロニケを去らなければいけませんでしたが，この新しい会衆がきちんと世話を受けられるようにしました。パウロはこう言っています。「テモテを遣わしました。テモテは私たちの兄弟……です。彼を遣わしたのは，皆さんの信仰が強くなるよう，皆さんを力づけ，慰めるためです。誰にもこのような苦難によって動揺してほしくないからです」。（テサ一 3:2，3）テモテは，故郷のルステラで迫害を経験していたようです。その時，パウロが兄弟たちを力づける様子を目にしていました。エホバの助けを目の当たりにしたテモテは，テサロニケの兄弟姉妹に心配する必要はないことを確信を込めて伝えることができました。（使徒 14:8，19-22。ヘブ 12:2）

 5. ブライアント兄弟は，長老の助けからどのように力づけられましたか。

5 パウロはほかにもどんな方法で仲間を力づけたでしょうか。バルナバと一緒に，ルステラ，イコニオム，アンティオキアを再び訪問した時，2人は「会衆ごとに長老たちを任命し」ました。（使徒 14:21-23）それらの長老たちは，会衆の慰めとなったことでしょう。現代の長老たちも同じです。ブライアント兄弟はこう言います。「15歳の時，父は家を出ていき，母は排斥されました。見捨てられたように感じ，とても落ち込みました」。こうした大変な時，ブライアント兄弟にとって何が助けとなったでしょうか。「長老のトニー兄弟が，集会の時などによく話し掛けてくれました。試練に遭っても喜びを保った人たちのことを話してくれました。そして，詩編 27編10節を読んでくれましたし，ヒゼキヤの話もよくしてくれました。ヒゼキヤは，父親が良い手本ではなかったのに，エホバへの忠実を保ったんです」。ブライアント兄弟は，こうした助けからどのように力づけられたでしょうか。こう言っています。「トニー兄弟の励ましのおかげで，やがて全時間奉仕を始めることができました」。長老の皆さん，ブライアント兄弟のように励みとなる「良い言葉」を必要としている人たちを進んで助けてください。（格 12:25）

 6. パウロは，兄弟姉妹を励ますために何をしましたか。

6 パウロは，「大勢の証人たち」がエホバからの力を受けて試練を忍耐したことについて述べています。（ヘブ 12:1）パウロは，兄弟姉妹がさまざまな試練を乗り越えた昔の人たちについて学ぶなら，勇気が得られ，「生きている神の都市」に思いを向け続けることができる，ということを理解していました。（ヘブ 12:22）現代でも同じことが言えます。エホバがギデオンやバラクやダビデやサムエルといった人たちを助けた記述を読むと，本当に力が得られるのではないでしょうか。（ヘブ 11:32-35）また，現代の信仰の手本からも励みを得られます。世界本部には，エホバに忠実に仕えてきた人たちのライフ･ストーリーを読んで信仰を強められた，という手紙がよく届きます。






平和な関係を保つよう助けた


 7. ローマ 14章19-21節にあるパウロの言葉から，どんなことを学べますか。

7 会衆をいっそう平和なところにするよう努力するなら，仲間を力づけることができます。意見の違いが原因で分裂が生じるようなことがないようにしましょう。聖書の教えに反しない事柄に関しては，自分の意見を押し通そうとしてはいけません。1つの例を考えてみましょう。ローマの会衆には，ユダヤ人とユダヤ人ではない人たちがいました。モーセの律法が廃止されたので，食べ物に関する規定を守る必要はなくなりました。（マル 7:19）それで，どんな物でも食べてよいと考えるようになったユダヤ人たちがいました。一方，そうは思わないユダヤ人もいました。そのために，会衆が分裂してしまっていました。パウロは，平和を保つことの大切さを教えるためにこう言いました。「肉を食べることやぶどう酒を飲むことなど，兄弟に過ちを犯させるような事柄は何も行わないのがよいでしょう」。（ローマ 14:19-21を読む。）このようにしてパウロは，意見の違いを大きな問題にするなら，一人一人にも会衆全体にも悪影響が及ぶ，ということを兄弟姉妹が理解できるように助けました。また，パウロ自身，誰かに過ちを犯させるようなことは行わないようにしました。（コリ一 9:19-22）私たちも同じように，好みに関することを問題にしないことによって，仲間を力づけ，平和を保つことができます。

 8. 会衆の平和を脅かすような問題が生じた時，パウロはどうしましたか。

8 パウロは，重要な事柄に関して意見が違う相手と平和を保つ点で，立派な手本を示しました。1世紀の会衆には，クリスチャンになった異国の人は割礼を受ける必要がある，と主張するユダヤ人がいました。それは，反対者からの批判を避けるためだったようです。（ガラ 6:12）パウロは，この意見は間違っていると考えていましたが，自分の意見を押し通そうとするのではなく，エルサレムにいる使徒や長老たちに判断を仰ぎました。（使徒 15:1，2）パウロがこのように行動したので，会衆の喜びと平和が保たれました。（使徒 15:30，31）

 9. パウロの手本にどのように倣えますか。

9 何かのことでなかなか意見が一致しない時には，会衆を世話するようエホバから任命されている人たちに助けを求めるなら，平和を守ることができます。聖書に基づく指示は，多くの場合，出版物や組織から与えられるガイドラインの中に載せられています。自分の意見を通そうとするのではなく，そうした指示に従うなら，会衆の平和に貢献できます。

10. パウロは仲間との関係をいっそう平和なものとするために，ほかにもどんなことをしましたか。

10 パウロは，仲間との関係をいっそう平和なものとするために，兄弟姉妹の良くない点ではなく良い点に注目しました。例えば，「ローマのクリスチャンへの手紙」の最後の部分で，パウロは多くの人たちの名前を挙げています。そして，そうした人たちの個人的な事柄を含めたり，良い点を褒めたりしています。私たちも，兄弟姉妹の良い点を惜しみなく褒めるなら，パウロに倣うことができます。そのようにして，仲間との絆を深め，会衆をもっと愛のあふれたところにすることができます。

11. 意見が合わない時，平和な関係を取り戻すためにどんなことができますか。

11 経験を積んだクリスチャンであっても，時には意見が合わなかったり，議論になったりすることがあるかもしれません。パウロとバルナバの場合がそうでした。2人はとても親しかったものの，次の宣教旅行にマルコを連れていくかどうかで議論になってしまいました。そして，「怒りが激しくぶつかって」，2人は別れることになりました。（使徒 15:37-39）でも，パウロとバルナバとマルコは良い関係を取り戻しました。会衆の平和と一致をとても大切にしていたからです。後にパウロは，バルナバとマルコのことを高く評価しています。（コリ一 9:6。コロ 4:10）私たちも同じように，会衆の仲間との意見の違いを乗り越え，兄弟姉妹の良い点にいつも目を向ける必要があります。そうすれば，平和と一致に貢献することができます。（エフェ 4:3）






兄弟姉妹の信仰を強めた


12. 兄弟姉妹はどんな問題と闘っていますか。

12 私たちは，仲間の信仰を強めることによっても力づけることができます。兄弟姉妹の中には，エホバの証人ではない家族や同僚やクラスメートからばかにされている人がいます。重い病気や心の傷と闘っている人もいます。また，バプテスマを受けて以来，この体制が終わるのを長年待ってきた人もいます。こうしたことは，どれも信仰の試練となることがあります。1世紀のクリスチャンも同じような問題を経験しました。では，パウロはそうした兄弟姉妹をどのように強めたでしょうか。



[image: 父親がjw.orgの記事を見ながら，幼い娘と話し合っている。娘はクリスマスカードを持っている。]

人を力づけるために，パウロに倣ってどんなことができるか。（13節を参照。）*





13. パウロは，信仰をばかにされていた仲間を助けるためにどんなことをしましたか。

13 パウロは聖書を使って兄弟姉妹の信仰を強めた。ユダヤ人のクリスチャンの中には，クリスチャンではない家族から，「キリスト教よりもユダヤ教の方が優れている」と言われた時に，何と答えたらよいか分からない人がいたかもしれません。そうした人たちにとって，パウロがヘブライ人のクリスチャンに送った手紙は大いに助けになったでしょう。（ヘブ 1:5，6; 2:2，3; 9:24，25）説得力のあるパウロの説明を使って答えることができました。私たちも，誰かからばかにされている人が自分の信じていることをしっかり説明するために，出版物を活用するよう助けることができます。若い人たちが創造を信じていることでばかにされている場合はどうでしょうか。「生命 ― どこから？」や「生命の起源 ― 5つの大切な質問」の冊子から，創造を信じている理由について説明するのに役立つ情報を得られるよう助けることができます。





[image: 1組の夫婦が，大火事に遭った母親と幼い娘を助けている。]

人を力づけるために，パウロに倣ってどんなことができるか。（14節を参照。）*





14. パウロは伝道や教えることに忙しくしていましたが，どんなことも行いましたか。

14 パウロは，「立派な行い」によって愛を示すよう兄弟姉妹を励ました。（ヘブ 10:24）パウロは，言葉だけでなく行動によっても兄弟姉妹を助けました。例えば，ユダヤのクリスチャンが飢饉に見舞われた時，パウロは救援物資を届けました。（使徒 11:27-30）伝道や教えることに忙しくしていましたが，「困窮している人たちをどうすれば助けられるだろうか」といつも考えていたのです。（ガラ 2:10）そのようにしてパウロは，エホバが必ず世話してくださるということを確信できるよう，仲間を助けました。現代でも，自分の時間や体力や能力などを用いて災害救援を行うなら，兄弟姉妹の信仰を強めることができます。世界的な活動のために定期的に寄付することによっても助けになれます。こうしたことを行うなら，エホバに見捨てられることは決してないという確信を持つよう，兄弟姉妹を助けることができるのです。





[image: ]

人を力づけるために，パウロに倣ってどんなことができるか。（15-16節を参照。）*





15-16. 信仰が弱くなっている人を助けるために，どんなことができますか。

15 パウロは信仰が弱くなっていた人たちを励まし続けた。パウロは，そうした人たちに思いやりを示し，温かく前向きな言葉で語り掛けました。（ヘブ 6:9; 10:39）「ヘブライ人のクリスチャンへの手紙」の中で，「私たち」という言葉を何度も使っています。このことから，自分が教えたことを自分でも当てはめなければいけない，と理解していたことが分かります。（ヘブ 2:1，3）私たちもパウロに倣って，信仰が弱くなっている人を励まし続けましょう。心からの関心を示して力づけることができます。そのようにして，兄弟姉妹が私たちの愛を感じられるようにしましょう。温かく優しい口調で話すなら，私たちの言葉は兄弟姉妹をいっそう力づけるものとなるでしょう。

16 パウロは，エホバがご自分に仕える者たちの良い働きに目を留めている，ということを兄弟姉妹が確信できるように助けました。（ヘブ 10:32-34）私たちも同じようにして，信仰が弱くなっている仲間を助けることができます。真理を知ったいきさつについて話してもらったり，エホバに助けてもらった時のことを思い出すよう励ましたりできるかもしれません。このようにして，エホバが私たちの愛を忘れたりはされないことや，これからも決して見捨てないということを確信できるよう助けることができます。（ヘブ 6:10; 13:5，6）そうすれば，その人はエホバに仕え続けたいという気持ちを強めることができるでしょう。






「これからも励まし……合ってください」


17. 私たちはどんな点で成長していくことができますか。

17 建設を行う人が技術を磨いていくのと同じように，私たちも互いに力づけ合う点で成長していくことができます。試練に遭っている仲間を力づけるために，昔の人たちの手本について話し合うことができます。また，仲間の良い点を語ることによって会衆をいっそう平和なところにし，平和が脅かされた時にはそれを守るために行動し，意見が合わない時にも平和な関係を取り戻すようにすることができます。そして，兄弟姉妹の信仰を強めるために，聖書の大切な教えを伝え，生きていくのに必要な物を得られるようにし，エホバとの絆を強めるよう助けることができます。

18. どんなことを行っていきたいと思いますか。

18 建設奉仕に参加すると，喜びと達成感を味わうことができます。同じように，兄弟姉妹を力づけることからも喜びと達成感を味わえます。建物はやがて傷んでだめになりますが，私たちが仲間を強めるために払う努力は決して無駄になりません。ですから，「これからも励まし合い，力づけ合って」いきましょう。（テサ一 5:11）







どんなことができますか


	  試練に立ち向かうよう仲間を助けるために



	  会衆をいっそう平和なところとするために



	  信仰が弱くなっている仲間を強めるために









100番の歌 人をもてなす

^  この体制で生活していくのは大変なことです。兄弟姉妹はさまざまな問題と闘っています。そうした人たちを励ますことができるなら，私たちは大きな助けになれます。この点に関して，使徒パウロの手本について考えることは役立ちます。




^  写真や挿絵: 父親がクリスマスに誘われた娘と一緒に，出版物の提案を基にどのように説明できるかを考えている。


^  写真や挿絵: 1組の夫婦が，国内の被災した地域に行って救援活動を行っている。


^  写真や挿絵: 1人の長老が，信仰が弱くなっている兄弟を訪問し，何年か前に一緒に出席した開拓奉仕学校の時の写真を見せている。その兄弟は写真を見て，楽しかった時のことを思い出し，エホバに仕える喜びをまた味わいたいと思うようになっている。やがて，この兄弟は会衆に戻ってくる。






^ （テサ一 5:11） それで，すでにしている通り，これからも励まし*合い，力づけ合ってください。

または，「慰め」。


^ （テサ一 5:11） それで，すでにしている通り，これからも励まし*合い，力づけ合ってください。

または，「慰め」。


^  （テサ一 5:11） それで，すでにしている通り，これからも励まし*合い，力づけ合ってください。

または，「慰め」。


^  （コリ一 11:1） キリストに倣っている私に倣ってください。



^  （使徒 20:34） 私が自分と同行者の生活のためにこの手で働いたことを，皆さん自身が知っています。



^  （使徒 18:2-5） そして，ポントス生まれのユダヤ人であるアクラと妻のプリスキラに会った。2人は，クラウディウスがユダヤ人全員にローマ退去を命じたために，最近イタリアから来たのだった。パウロは2人のもとに行き， 3 職業が同じだったのでその家に滞在し，一緒に働いた。天幕作りが職業だった。 4 パウロは安息日ごとに会堂で話をし*，ユダヤ人とギリシャ人を説得した。 5 シラスとテモテがマケドニアから来ると，パウロは神の言葉を伝えることに専念し，イエスがキリストであることを証明するためにユダヤ人たちに語った。

または，「論じ」。


^  （フィリ 1:10） 皆さんがより重要なことを見極め，キリストの日までずっと純粋でいて，人の信仰を妨げることがありませんように。



^  （使徒 17:6， 7） しかし2人が見つからないので，ヤソンと何人かの兄弟たちを町の支配者たちの所に引きずっていき，こう叫んだ。「至る所で騒ぎを起こした男たちがここにまで来ていて， 7 ヤソンが迎え入れました。この男たちは皆カエサルの命令に逆らって行動し，イエスという別の王がいると言っています」。



^  （テサ一 3:2， 3） テモテを遣わしました。テモテは私たちの兄弟であり，キリストについての良い知らせを伝える，神の奉仕者*です。彼を遣わしたのは，皆さんの信仰が強くなるよう，皆さんを力づけ，慰めるためです。 3 誰にもこのような苦難によって動揺してほしくないからです。皆さんもよく分かっているように，私たちは苦しい目に遭うことは避けられません*。

もしかすると，「神と共に働く者」。
または，「遭うように定められています」。


^  （使徒 14:8） ルステラで，両足が不自由な男性が座っていた。その男性は生まれた時から足が悪く，一度も歩いたことがなかった。



^  （使徒 14:19-22） ところが，ユダヤ人たちがアンティオキアやイコニオムからやって来て群衆を説き伏せた。人々はパウロを石打ちにし，彼が死んだと思って町の外に引きずり出した。 20 しかし，弟子たちが取り囲んでいると，パウロは起き上がり，町に入った。そして次の日，バルナバと一緒にデルベに向かった。 21 2人はその町に良い知らせを広め，かなり大勢の人々が弟子となるよう手助けした後，ルステラ，イコニオム，アンティオキアに戻り， 22 弟子たちを力づけ，信仰を保つよう励まして，「私たちは，多くの苦難を経験して神の王国に入らなければなりません」と言った。



^  （ヘブ 12:2） 私たちの信仰を導き，完全にしてくださる方であるイエスを一心に見つめながら走るのです。イエスは，前途にある喜びのために，恥を物ともせず苦しみの杭*に耐え，神の座の右に座りました。

用語集参照。


^  （使徒 14:21-23） 2人はその町に良い知らせを広め，かなり大勢の人々が弟子となるよう手助けした後，ルステラ，イコニオム，アンティオキアに戻り， 22 弟子たちを力づけ，信仰を保つよう励まして，「私たちは，多くの苦難を経験して神の王国に入らなければなりません」と言った。 23 さらに，会衆ごとに長老たちを任命し，断食をして祈り，彼らをエホバ*に委ねた。彼らが神を信じていたからである。

付録A5参照。


^  （詩 27:10） たとえ父と母に捨てられても， エホバが迎えてくださる。



^  （格 12:25） 心配事があると心が沈み*， 良い言葉によって心が晴れる。

または，「憂鬱になり」。


^  （ヘブ 12:1） それで，これほど大勢の*証人たちに囲まれているのですから，私たちもあらゆる重荷と，すぐに絡み付く罪を捨て，参加している競走を忍耐して走りましょう。

または，「大きな雲のような」。


^  （ヘブ 12:22） 一方，皆さんが近づいたのは，シオンの山，生きている神の都市である天のエルサレム，無数の*天使たちが

または，「幾万もの」。


^  （ヘブ 11:32-35） これ以上，何を言えばいいでしょうか。さらにギデオン，バラク，サムソン，エフタ，ダビデ，またサムエルやほかの預言者について語っていくなら，時間がなくなるでしょう。 33 信仰によって彼らは，幾つもの王国を打ち破り，正しいことを推し進め，約束を与えられ，ライオンの口をふさぎ， 34 火の勢いを食い止め，剣の刃を逃れ，弱かったのに強くされ，力強く戦い，攻めてきた軍隊を敗走させました。 35 女性たちは，死んだ家族を復活させてもらいました。ほかの人たちは，さらに勝った復活を経験するために，何らかの贖いによる釈放を受け入れなかったので，拷問に掛けられました。



^ （ロマ 14:19-21） ですから，平和に役立つことや，励まし合う助けになることを何でも行いましょう。 20 もう食べ物のために，神の働きを台無しにしてはなりません。確かに全ての物は清いのですが，過ちのもと*となる場合には，食べることは有害です*。 21 肉を食べることやぶどう酒を飲むことなど，兄弟に過ちを犯させる*ような事柄は何も行わないのがよいでしょう。

または，「信仰の妨げ」。
または，「間違っています」。
または，「兄弟の信仰を妨げる」。


^  （マル 7:19） それは人の心ではなく胃に入っていき，それから下水*に出ていくからです」。こうしてイエスは全ての食物を清いものとした。

または，「便所」，「屋外便所」。


^  （ロマ 14:19-21） ですから，平和に役立つことや，励まし合う助けになることを何でも行いましょう。 20 もう食べ物のために，神の働きを台無しにしてはなりません。確かに全ての物は清いのですが，過ちのもと*となる場合には，食べることは有害です*。 21 肉を食べることやぶどう酒を飲むことなど，兄弟に過ちを犯させる*ような事柄は何も行わないのがよいでしょう。

または，「信仰の妨げ」。
または，「間違っています」。
または，「兄弟の信仰を妨げる」。


^  （コリ一 9:19-22） 私は自由であり，誰にも束縛されていませんが，全ての人の奴隷になりました。できるだけ多くの人を引き寄せるためです。 20 ユダヤ人に対してはユダヤ人のようになりました。ユダヤ人を引き寄せるためです。律法の下にいる人に対しては律法の下にいる人のようになりました。私自身は律法の下にいませんが，律法の下にいる人を引き寄せるためにそうしたのです。 21 律法を持たない人に対しては律法を持たない人のようになりました。私は神の律法を持っていないわけではなく，キリストの律法の下にいますが，律法を持たない人を引き寄せるためにそうしたのです。 22 弱い人に対しては弱い人になりました。弱い人を引き寄せるためです。私はあらゆる人に対してあらゆるものになってきました。できる限りのことをして，何人かでも救いたいからです。



^  （ガラ 6:12） 皆さんに割礼を受けさせようとしているのは，人から良く見られよう*とする人たちです。彼らは，キリストの苦しみの杭*のために迫害されるのを避けたいだけです。

または，「体面を繕おう」。
用語集参照。


^  （使徒 15:1， 2） さて，ある人たちがユダヤから下ってきて，兄弟たちに，「モーセの慣例通り割礼を受けない限り，救われない」と教え始めた。 2 それで，パウロとバルナバと，その人たちとの間で，かなりの対立と議論が生じた。この件*で，パウロとバルナバと何人かが，エルサレムにいる使徒や長老たちのもとに上ることになった。

または，「議論のこと」。


^  （使徒 15:30， 31） こうして，この人たちは送り出されてアンティオキアに下り，皆を集めて手紙を渡した。 31 人々はそれを読んで，励ましの言葉を喜んだ。



^  （使徒 15:37-39） バルナバは，マルコと呼ばれるヨハネを連れていくことに決めていた。 38 しかしパウロは，パンフリアでマルコが一緒に行動するのをやめてしまったことがあるので，彼を連れていくことに賛成できなかった。 39 そこで怒りが激しくぶつかって，2人は別れることになった。バルナバはマルコを連れて船でキプロスに向かった。



^  （コリ一 9:6） バルナバと私だけ，生活のための仕事をやめる権利がないのですか。



^  （コロ 4:10） 私と一緒に捕らわれているアリスタルコが皆さんによろしくと言っています。バルナバのいとこマルコもよろしくと言っています。（皆さんは，もしマルコがそちらに行ったら歓迎するようにとの指示を受けています。）



^  （エフェ 4:3） 平和という絆で結ばれ，聖なる力による*一致を保つよう真剣に努力してください。

または，「精神の」。


^  （ヘブ 1:5， 6） 例えば，神は天使の誰かにこう言ったことがあるでしょうか。「あなたは私の子。今日，私はあなたの父となった」。「私は彼の父となり，彼は私の子となる」。 6 神はご自分の初子を再び世界に遣わす際，こう言います。「神の天使たちは皆，彼に敬意を表し*なさい」。

または，「ひざまずき」。


^  （ヘブ 2:2， 3） 天使たちを通して語られた言葉が確立され，全ての違反と不従順な行いが公正に処罰されたのですから， 3 もし私たちがこれほど素晴らしい救いを軽視するなら，どうして処罰を逃れられるでしょうか。この救いについては，主が最初に語り，主の言葉を聞いた人たちが確かなものとして私たちに伝えました。



^  （ヘブ 9:24， 25） キリストは，実体の写しにすぎない，人が造った聖なる場所にではなく，天そのものに入りました。今や私たちのために神の前*に出てくださっています。 25 それは，何度も自分を捧げるためではありません。大祭司が自分の血ではない血を携えて毎年聖なる場所に入るのとは違います。

直訳，「顔の前」。


^  （ヘブ 10:24） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。


^  （使徒 11:27-30） その頃，預言者たちがエルサレムからアンティオキアに下ってきた。 28 その1人のアガボという人が立ち上がり，全土に大飢饉が生じようとしていることを聖なる力によって予告した。これはクラウディウスの時に実際に起きた。 29 それで弟子たちは，それぞれが提供可能なものを提供し，ユダヤに住む兄弟たちを救援する*ことに決めた。 30 そしてこれを実行し，バルナバとサウロが長老たちに届けた。

または，「への救援奉仕をする」。


^  （ガラ 2:10） 私たちが言われたのは，貧しい人たちのことを忘れないようにということだけでした。私はそのことに真剣に取り組んできました。



^  （ヘブ 6:9） とはいえ，私たちはこのように語ってはいても，愛する皆さんはもっと良い状態にあって救いに至る，ということを確信しています。



^  （ヘブ 10:39） 私たちは，おじけづいて滅びに至る者ではなく，信仰を抱いて生き続ける者です。



^  （ヘブ 2:1） ですから，私たちは聞いた事柄に普通以上の注意を払う必要があります。決して流されない*ようにするためです。

または，「漂い出ない」。


^  （ヘブ 2:3） もし私たちがこれほど素晴らしい救いを軽視するなら，どうして処罰を逃れられるでしょうか。この救いについては，主が最初に語り，主の言葉を聞いた人たちが確かなものとして私たちに伝えました。



^  （ヘブ 10:32-34） 以前の日々をいつも思い出してください。皆さんは，啓発を受けた後，数々の苦しみに遭いながら大きな戦いに耐えました。 33 ある時には，人々の前で*非難にさらされて苦難に遭い，別の時には，そのような経験をしている人たちに寄り添いました。 34 捕らわれている人たちに同情し，持ち物が奪われても喜んで耐え忍びました。もっと良い，永続するものを持っていることを知っているからです。

または，「劇場の見せ物のように」。


^  （ヘブ 6:10） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。



^  （ヘブ 13:5， 6） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。 6 それで，私たちは勇気を持ってこう言えます。「エホバ*は私を助けてくださる。私は恐れない。人が私に何を行えるだろう」。

付録A5参照。


^  （テサ一 5:11） それで，すでにしている通り，これからも励まし*合い，力づけ合ってください。

または，「慰め」。







研究記事36

エホバに仕える人たちは正しいことを愛する


「正しいことを切望している人たちは幸福です」。マタイ 5:6

9番の歌 エホバは王！

何を学ぶか*




 1. ヨセフはどんな問題にぶつかりましたか。どうしましたか。

ヤコブの息子ヨセフは，難しい問題にぶつかりました。ある女性から，「私と寝て」と言われたのです。その人は，主人であるポテパルの妻でした。ヨセフはこの誘惑を退けました。中には，「どうしてそんなことをしたんだろう」と考える人もいるかもしれません。ポテパルは家にいませんでした。また，ヨセフはその家の奴隷だったので，主人の妻の誘惑を退けるなら，どんな仕返しをされるか分かりませんでした。それでも，ヨセフはしつこい誘惑を退け続けました。なぜでしょうか。ヨセフはこう言っています。「そのような非常に悪いことをして，神に対して罪を犯すことなど，どうしてできるでしょうか」。（創 39:7-12）

 2. ヨセフは姦淫が神に対する罪であることをどのようにして理解しましたか。

2 ヨセフは，姦淫がエホバから見て「非常に悪いこと」であるということをどのようにして理解したのでしょうか。モーセの律法の「姦淫をしてはならない」という規定が記されたのは，200年も後のことでした。（出 20:14）でもヨセフは，エホバのことをよく知っていたので，エホバが性的不道徳を憎んでいるということが分かっていました。例えば，エホバが取り決めた結婚は1人の男性と1人の女性の結び付きである，ということを理解していました。またヨセフは，祖父の母親であるサラが犯されそうになった時，2度にわたってエホバが保護したということを聞いていたでしょう。エホバは同じようにして，イサクの妻リベカのことも保護しました。（創 2:24; 12:14-20; 20:2-7; 26:6-11）ヨセフはこうしたことをじっくり考えて，エホバから見て何が正しく何が間違っているかを理解できました。ヨセフはエホバを愛していたので，エホバの基準に従いたいと思っていました。

 3. この記事ではどんなことを考えますか。

3 あなたは，正しいことを愛していることでしょう。でも，完全な人は一人もいないので，気を付けていないと，正しさに関する世の中の見方に簡単に影響されてしまうかもしれません。（イザ 5:20。ロマ 12:2）では，正しさとは何か，正しいことを愛することはどのように私たちのためになるかを考えていきましょう。そして，エホバの基準への愛を強めるためにどんなことができるか，3つの点を取り上げます。






正しさとは何か


 4. 正しさとはどういうことではありませんか。

4 世の中には，自分こそ正しいと考える独善的な人たちが多くいます。とはいえ，そうした態度は神に喜ばれません。イエスは地上にいた時，当時の宗教指導者たちを非難しました。彼らが正しさに関する基準を自分たちで決めていたからです。（伝 7:16。ルカ 16:15）本当の正しさは，自分の基準で決められるものではありません。

 5. 聖書で言う正しさとは何ですか。

5 正しいことを行うのは，本当に立派なことです。聖書で言う正しさとは，エホバから見て正しいことを行うことです。「正しさ」に相当する語は，エホバの最高の基準に従って生きるという考えを伝えています。例えば，エホバは古代イスラエルの商人に対して，「ごまかしのない……重り」を使うようにと命じました。（申 25:15）ここで「ごまかしのない」と訳されているヘブライ語は，「正しい」と訳すこともできます。ですから，エホバから見て正しいことを行いたいと願うクリスチャンは，仕事に関する全てのことで，ごまかすことなく正直に行動する必要があります。また，正しいことを行う人は，公正を愛し，不公正を憎みます。それで，「全ての点で神に喜ばれ」るために，自分の決定をエホバがどうご覧になるかをよく考えます。（コロ 1:10）

 6. エホバの基準が正しいと言えるのはなぜですか。（イザヤ 55:8，9）

6 聖書は，エホバを「正しさの源」と呼んでいます。（エレ 50:7）エホバは全てのものを造った方なので，エホバだけが正邪の基準を正しく定めることができます。エホバの基準は，人間の基準よりもはるかに高いものです。エホバは完全な方ですが，人間は不完全さや罪の影響を受けているからです。（格 14:12。イザヤ 55:8，9を読む。）それでも，私たちは神に似た者として造られているので，正しさに関するエホバの基準に従って生きることができます。（創 1:27）そして，ぜひそうしたいと思っています。お父さんエホバを愛しているので，できる限りのことをしてエホバに倣いたいと思っているのです。（エフェ 5:1）

 7. 信頼できる基準が必要なのはなぜですか。

7 正邪に関するエホバの基準に従うことは，私たちのためになります。例えで考えてみましょう。銀行ごとにお金の価値が違ったり，建設会社によって長さや重さの単位が違ったりするなら，大混乱になってしまいます。また，医師などが一定の基準に従わずに治療を行うなら，患者の命に関わります。こうした例から分かる通り，信頼できる基準は私たちの保護となります。同じように，正邪に関する神の基準も，私たちの保護となるのです。

 8. 正しいことを愛する人には，どんな祝福が与えられますか。

8 エホバは，ご自分の基準に従って生きようとする人たちに祝福を与えます。こう約束しています。「正しい人は地上に住み続け，そこで永遠に暮らす」。（詩 37:29）全ての人がエホバの基準に従う時，平和と一致の下に幸せに暮らせる世界が実現します。エホバは，私たちにそうした生活を送ってほしいと願っています。ですから，一人一人が正しいことを愛するのは本当にふさわしいことではないでしょうか。では，正しいことへの愛をどうすれば強めることができますか。3つの点を考えてみましょう。






エホバの基準への愛を強める


 9. 正しいことを愛する上で，どんなことが助けとなりますか。

9 （1）基準を定める方エホバを愛する。正しいことを愛するためには，正邪の基準を定める方エホバへの愛を深める必要があります。エホバへの愛が深まれば深まるほど，エホバの正しい基準に従って生きたいという気持ちが強くなります。アダムとエバのことを考えてみましょう。もしエホバを愛していたなら，2人はエホバのおきてを破るようなことはしなかったはずです。（創 3:1-6，16-19）

10. アブラハムはエホバへの理解を深めるためにどんなことをしましたか。

10 私たちは誰も，アダムとエバと同じ間違いをしたいとは思いません。そうならないためには，エホバについて学び，エホバの考え方や素晴らしい性質についての理解を深めていく必要があります。そうすれば，エホバをいっそう愛するようになります。アブラハムの例を考えてみましょう。アブラハムは，エホバを心から愛していました。エホバの決定を理解できないこともありましたが，エホバに背を向けるのではなく，エホバのことをもっと知るように努力しました。例えば，ソドムとゴモラを滅ぼすというエホバの決定について知った時，アブラハムは，「地上の人全てを裁く方」が正しい人と邪悪な人を一緒に滅ぼしてしまうのではないか，と心配になりました。でも，そんなことはエホバに限ってあり得ないと思いました。それで，エホバに対して丁寧に繰り返し質問しました。エホバはその質問に辛抱強く答えました。その結果，アブラハムは，エホバが一人一人の心をご覧になる方で，正しい人と邪悪な人を一緒に罰することは決してない，ということを理解できました。（創 18:20-32）

11. アブラハムは，エホバを愛し信頼していることをどのように示しましたか。

11 アブラハムは，ソドムとゴモラの町についてエホバと会話して，大いに心を動かされました。お父さんエホバへの愛と敬意が深まったに違いありません。何年も後，エホバに対するアブラハムの信頼は大いに試されました。愛する息子イサクを犠牲として捧げるようにと命じられたのです。でもアブラハムは，エホバのことを前よりもよく知るようになっていました。それで，エホバに何も尋ねることなく，その通りにするために準備を始めました。この時，アブラハムは心が引き裂かれるような思いだったに違いありません。それでも，エホバについて学んだことをじっくり考えたことでしょう。エホバが正しくないことや愛のないことを行うはずはない，ということを理解していました。パウロによれば，アブラハムは，エホバがイサクを生き返らせることができると考えました。（ヘブ 11:17-19）エホバはイサクの子孫が1つの国民となると約束していましたが，この時イサクにはまだ子供がいませんでした。アブラハムは，お父さんエホバを愛していて，エホバが正しいことを行うと信じていました。それで，難しい命令ではありましたが，信仰を示し，その通りに行いました。（創 22:1-12）

12. どうすればアブラハムに倣えますか。（詩編 73:28）

12 どうすればアブラハムに倣えるでしょうか。エホバについて学び続けることです。そうすれば，エホバとの絆を強め，いっそうエホバを愛するようになります。（詩編 73:28を読む。）そして，良心をエホバの考えにいっそう合ったものとすることができます。（ヘブ 5:14）そうなれば，何か間違ったことをするように誘われても，それを退けることができます。また，エホバが悲しむことやエホバとの絆を弱めることを行うことについて考えることすらしません。では，正しいことを愛していることを示すために，ほかにも何ができるでしょうか。

13. 正しいことを行うには何が必要ですか。（格言 15:9）

13 （2）正しいことに対する愛を強めるよう毎日努力する。正しさに関するエホバの基準への愛を強めることは，筋肉を鍛えることと似ています。どちらも，毎日努力する必要があります。エホバは分別のある方で，私たちにできないことを求めたりはしません。（詩 103:14）そして，「正しく生きようとする人を愛する」と約束しています。（格言 15:9を読む。）私たちは，エホバに仕える面で何か目標を立てたなら，それを達成するために努力を続けます。同じように，正しいことを行う面でも努力を続ける必要があります。エホバは，私たちが着実に進歩していけるよう辛抱強く助けてくださいます。（詩 84:5，7）

14. 「正義の胸当て」とは何ですか。それが私たちにとって欠かせないのはなぜですか。

14 エホバは，正しいことを行うことは重荷ではない，と愛情深く教えてくれています。（ヨハ一 5:3）それは重荷ではなく保護となります。私たちが生きていくのに一日たりとも欠かせないものです。パウロが述べた，神からの武具について考えてみましょう。（エフェ 6:14-18）兵士の心臓を守っているのはどの武具でしょうか。「胸当て」です。胸当てが心臓を保護するのと同じように，「正義の胸当て」つまりエホバの正しい基準は，心つまり私たちの内面を守ってくれます。ですから，正義の胸当てを着けることを決して忘れてはいけません。（格 4:23）

15. どうすれば正義の胸当てを着けることができますか。

15 どうすれば正義の胸当てを着けることができるでしょうか。毎日の決定をエホバの基準に沿ったものにすることによって，そうできます。どんなことを話すか，どんな音楽を聞くか，どんな本を読むか，どんなテレビや動画を見るかについて決める時には，まず次のように考えましょう。「どんなものを心に取り入れることになるだろうか。これはエホバの基準にかなったものだろうか。それとも，不道徳や暴力や貪欲や利己心といった，エホバが正しくないと考えているものに思いを傾けさせるものだろうか」。（フィリ 4:8）自分の決定をエホバの考えに沿ったものとするなら，エホバの正しい基準によって心を守ることができます。



[image: 夕暮れ時に，1人の姉妹が浜辺を歩きながら，打ち寄せる波を見ている。]

あなたの正しい行いは「海の波のように多くなる」。（16-17節を参照。）





16-17. イザヤ 48章18節からすると，私たちはいつまでもエホバの基準に従って生きていくことができます。なぜそう言えますか。

16 「自分はこれから，来る日も来る日も，来る年も来る年も，エホバの正しい基準に従って生きていけるだろうか」と心配になることがありますか。イザヤ 48章18節にあるエホバの例えに注目してみましょう。（読む。）そこでエホバは，私たちの正しい行いが，「海の波のように多くなる」と述べています。自分が広々とした浜辺に立っていて，寄せては返す波を見ているところを想像してみてください。そうした穏やかな環境で，「いつか波がやって来なくなるのではないか」と心配になったりするでしょうか。そんなことはないはずです。あなたが知っている通り，海の波は何千年にもわたって打ち寄せてきましたし，これからも打ち寄せるからです。

17 あなたの正しい行いも，海の波のように多くなります。そのためにどんなことができるでしょうか。何かの決定を下す時には，まずエホバがどんなことを望んでいるかを考えるようにしましょう。そして，それを実行してください。そうするのがとても難しく感じることもあるかもしれませんが，愛情深いお父さんエホバはいつもあなたのそばにいて，力を与え，毎日正しいことを行えるように助けてくださいます。（イザ 40:29-31）

18. 自分の基準でほかの人を裁いてはいけないのはなぜですか。

18 （3）裁くことをエホバに委ねる。私たちはエホバの正しい基準に従って生きるよう努力するとはいえ，ほかの人を裁いたり独善的になったりしてはいけません。私たちには，自分の基準でほかの人を裁く権利は与えられていません。エホバが「地上の人全てを裁く方」であることを覚えておく必要があります。（創 18:25）エホバは，裁くことを私たちに委ねてはいません。この点についてイエスは，「裁くのをやめなさい。裁かれないためです」と言っています。（マタ 7:1）*

19. ヨセフは，エホバが裁いてくださることを信じていました。なぜそう言えますか。

19 正しいことを行ったヨセフの例をもう一度考えてみましょう。ヨセフは自分にひどいことをした人のことも裁いたりはしませんでした。ヨセフの兄弟たちはヨセフを捕まえて奴隷として売り飛ばし，父親のヤコブにはヨセフが死んだと思い込ませました。何年か後，ヨセフは家族と再会します。その時までにヨセフは，大きな権力を持つ支配者になっていたので，兄弟たちを厳しく裁いて仕返しすることもできました。ヨセフの兄弟たちは，自分たちがしたことを深く後悔していたとはいえ，ヨセフから仕返しされるのではないかと恐れていました。でも，ヨセフはこう言いました。「恐れないでください。私が神だとでもいうのでしょうか」。（創 37:18-20，27，28，31-35; 50:15-21）ヨセフは謙遜さを示し，裁くことをエホバに委ねたのです。

20-21. どうすれば独善的な態度を避けられますか。

20 私たちもヨセフに倣って，裁くことをエホバに委ねます。例えば，兄弟姉妹の動機を疑ったりはしません。私たちは人の心を読むことができないからです。「動機を調べる」ことができるのはエホバだけです。（格 16:2）エホバは，生い立ちや文化などに関わりなく，どんな人のことも愛しています。そして，私たちに対して，「心を大きく開」くようにと教えています。（コリ二 6:13）それで私たちは，全ての兄弟姉妹のことを裁くのではなく，愛するように努力します。

21 そして，私たちは兄弟姉妹でない人のことも裁いたりはしません。（テモ一 2:3，4）あなたは，エホバの証人ではない親族について，「あの人が真理を聞くことは絶対にない」と言ったことがありますか。そのように裁くことは，独善的で出過ぎたことです。エホバは今でも，「あらゆる場所の全ての人に」悔い改める機会を与えています。（使徒 17:30）独善的な態度はエホバから見て正しくないということを忘れないようにしましょう。

22. 正しいことを愛していきたいと思うのはなぜですか。

22 正しさに関するエホバの基準を愛するなら，私たちは幸福になることができます。そして，人々は私たちの姿を見て，神にも私たちにもいっそう引き寄せられるようになります。ですから，「正しいことを切望」するのを決してやめないようにしましょう。（マタ 5:6）エホバは私たちの努力に目を留め，私たちの進歩を見て喜んでくださいます。世の中には正しくないことを行う人がますます多くなっていますが，安心してください。「エホバは正しい人を愛する」からです。（詩 146:8）







どのように答えますか


	  正しさとは何ですか。



	  正しさに関するエホバの基準に従うことは，どのようにためになりますか。



	  正しさに関するエホバの基準への愛を強めるために，どんなことができますか。









139番の歌 新しい世界を見つめて

^  この邪悪な世の中で，正しいことを行おうとする人を見つけるのは簡単ではありません。それでも現在，何百万人もの人たちが正しい生き方をしようと努力しています。あなたもその1人であるに違いありません。あなたがそうした生き方をしているのは，エホバを愛していて，エホバが正しいことを愛しているからです。では，正しいことへの愛をどうすれば強めることができるでしょうか。この記事では，正しさとは何か，また正しいことを愛することはどのように私たちのためになるかを考えます。そして，正しいことへの愛を強めるために，具体的にどんなことができるかも取り上げます。


^  会衆の長老たちは時折，重大な罪や悔い改めに関して裁きを行う必要があります。（コリ一 5:11; 6:5。ヤコ 5:14，15）それでも，自分たちが心を読めないことや，エホバのために裁いていることを謙遜に認めています。（歴代第二 19:6と比較。）神の公正の基準は，バランスの取れた憐れみ深いものです。長老たちはその基準に注意深く従います。






^ （マタ 5:6） 正しいことを切望している人たちは幸福です。満たされるからです。



^  （創 39:7-12） こうしたことの後，主人の妻がヨセフに目を留め，「私と寝て」と言うようになった。 8 しかしヨセフは拒み，主人の妻に言った。「ご主人さまは，家の中のことを私に任せ，全く心配しておられません。全てのものを私に委ねてくださっています。 9 この家に私の上に立つ人はいません。ご主人さまが私に下さらないものはありません。でもあなたは別です。奥さまだからです。そのような非常に悪いことをして，神に対して罪を犯すことなど，どうしてできるでしょうか」。 10 彼女は毎日言い寄ったが，ヨセフは彼女のそばで横になることも一緒に居続けることも決してなかった。 11 ある日のこと，ヨセフは仕事のため家に入った。その時，家の中には召し使いが誰もいなかった。 12 すると彼女はヨセフの服をつかんで，「私と寝て！」と言った。ヨセフは，服を残したまま外に逃げた。



^  （出 20:14） 姦淫をしてはならない。



^  （創 2:24） それで，男は父と母から離れて妻にしっかり付き*，2人は一体となるのである。

または，「妻とずっと一緒にいて」。


^  （創 12:14-20） アブラムがエジプトに入るとすぐ，エジプト人はサライを見て，非常に美しいと思った。 15 ファラオに仕える高官たちも彼女を見た。そしてファラオの前で彼女のことを褒めるようになった。そのため，サライはファラオの家に招き入れられた。 16 ファラオはサライを気に入ったため，アブラムに良い待遇をし，羊，牛，ロバ，男女の召し使い，ラクダを与えた。 17 そこでエホバは，アブラムの妻サライのことで，ファラオとその家の人たちに大きな災厄をもたらした。 18 それでファラオはアブラムを呼んで，こう言った。「何ということをしてくれたのだ。彼女は自分の妻だ，とどうして私に言わなかったのか。 19 どうして，『妹です』などと言ったのか。彼女を私の妻にするところだった。さあ，あなたの妻を連れて，出ていきなさい！」 20 ファラオは家来たちに命じて，アブラムと妻，アブラムの全てのものを送り出させた。



^  （創 20:2-7） アブラハムは妻のサラのことを「私の妹です」と言っていた。そこでゲラルの王アビメレクはサラを連れてこさせた。 3 その後，神は夜に夢の中でアビメレクの所に来て，こう言った。「あなたが連れてきた女性がもとで，あなたは死んだも同然である。彼女は結婚しており，別の男性のものだからだ」。 4 アビメレクはまだサラに近づいてはいなかった*ので，こう言った。「エホバ，あなたは無実の*国民を殺されるのですか。 5 彼は私に，『あの人は妹です』と言ったではありませんか。彼女の方も，『あの人は兄です』と言ったのではないでしょうか。私は何の悪気もありませんでした。悪いことをしているなどとは思っていなかったのです」。 6 真の神は夢の中でアビメレクに言った。「悪気がなかったことは知っていた。だからこそ私は，あなたが私に対して罪を犯すことがないようにしていた。彼女に触れさせなかったのだ。 7 今すぐ，あの男性の妻を返しなさい。彼は預言者なので，あなたのために祈願をしてくれて，あなたは生き続ける。しかし，彼女を返さないなら，あなたもあなたの家の人たちも皆，必ず死ぬことになる」。

サラと性関係を持っていなかった，ということ。
または，「正しい」。


^  （創 26:6-11） それでイサクはゲラルに住み続けた。 7 イサクは，そこの人たちから妻についてよく尋ねられ，「私の妹です」と言っていた。「妻です」と言うのを恐れたのは，「ここの人たちはリベカを奪おうとして私を殺すかもしれない」と思ったからだった。リベカは美しかったのである。 8 しばらく後のこと，フィリスティア人の王アビメレクが窓から外を眺めていると，イサクが妻のリベカを抱き締めて*いるのが見えた。 9 アビメレクは直ちにイサクを呼んで，こう言った。「彼女はあなたの妻ではないか！ どうして，『妹です』などと言ったのか」。イサクは言った。「彼女のことで，死ぬことにならないだろうかと不安になったのです」。 10 アビメレクは言った。「何ということをしてくれたのだ。民の1人があなたの妻と寝てもおかしくなかった。あなたのせいで，私たちは罪を犯すところだったではないか」。 11 それからアビメレクは民の全てに，「この人とその妻に触れる者は必ず死刑にされる」と告げた。

または，「リベカに愛情を表現して」。


^  （イザ 5:20） 善を悪と言い，悪を善と言う人たち， 闇を光とし，光を闇とする人たち， 苦いものを甘いとし，甘いものを苦いとする人たちには災いがある！



^  （ロマ 12:2） そして，今の体制*によって形作られるのをやめてください。かえって，考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう。それは，神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極めるためです。

または，「時代」。用語集参照。


^  （伝 7:16） 正しさにあまりにこだわってはならない。賢くなり過ぎてはならない。どうして自分の身を滅ぼすのか。



^  （ルカ 16:15） イエスは言った。「あなた方は人前で自分を正しく見せますが，神はあなた方の心を知っています。人の間で重んじられるものは，神から見て極めて不快なものなのです。



^  （申 25:15） ごまかしのない正確な重り，ごまかしのない正確な計量容器を持っているべきです。あなたの神エホバが与えてくださる土地で長く生きるためです。



^  （コロ 1:10） エホバ*に仕える人にふさわしい歩み方をし，全ての点で神に喜ばれますように。また，あらゆる善いことを行って実を結び，神についての正確な知識をますます得られますように。

付録A5参照。


^ （イザ 55:8， 9） エホバはこう宣言する。 「私の考えはあなたたちの考えとは違い， あなたたちの行い*は私の行いとは違う。  9 天が地より高いように， 私の行い*はあなたたちの行いより高く， 私の考えはあなたたちの考えより高い。

または，「道」。
または，「道」。


^  （エレ 50:7） 彼らを見つける者たちは皆，彼らをむさぼり食い，敵たちは言った。『われわれに罪はない。彼らがエホバに対して罪を犯したのだ。正しさの源*であり，父祖たちが希望を抱いて待ったエホバに対して，罪を犯したのだ』」。

直訳，「住まい」。


^  （格 14:12） 人には正しい道に思えても， 最終的に死に至る道がある。



^  （イザ 55:8， 9） エホバはこう宣言する。 「私の考えはあなたたちの考えとは違い， あなたたちの行い*は私の行いとは違う。  9 天が地より高いように， 私の行い*はあなたたちの行いより高く， 私の考えはあなたたちの考えより高い。

または，「道」。
または，「道」。


^  （創 1:27） それから神は人を自分に似た者，神に似た者として創造した。男性と女性を創造した。



^  （エフェ 5:1） 皆さんは子供として神に愛されているのですから，神に倣ってください。



^  （詩 37:29） 正しい人は地上に住み続け*， そこで永遠に暮らす。

または，「地球が与えられ」。


^  （創 3:1-6） さて，エホバ神が造った野生動物の中で蛇が最も用心深かった*。蛇が女に言った。「あなたたちは庭園の全ての木の実を食べてはならない，と神が言ったのは本当ですか」。 2 女は蛇に言った。「私たちは庭園の木の実を食べてよいのです。 3 でも，庭園の真ん中にある木の実について，神は，『食べてはならない。触れてもならない。食べたり触れたりするなら死ぬ』と言いました」。 4 蛇は女に言った。「あなたたちは決して死にません。 5 その木の実を食べた日に，目が開かれ，あなたたちが神のようになって善悪を知るようになることを神は知っているのです」。 6 そこで女がその木を見ると，おいしそうな実が付いていて，魅力的な美しい木に見えた。それで女はその木の実を取って食べ始めた。その後，一緒にいた時に夫にも渡した。夫もそれを食べ始めた。

または，「利口だった」。


^  （創 3:16-19） 女にはこう言った。「私はあなたの妊娠中の苦痛を大きくする。あなたは苦しみながら子供を産む。あなたは夫との親密さを求め，夫はあなたを支配することになる」。 17 アダム*にはこう言った。「あなたが妻の言ったことに従い，『食べてはならない』と私が命じた木の実を食べたので，あなたのせいで地面は災いを被った。それであなたは，地面から食物を得るために生涯ずっと苦労する。 18 地面にはいばらとアザミが生え，あなたは野の草木を食べなければならない。 19 あなたは額に汗して食物*を得，やがて地面に戻る。そこから取られたからだ。あなたは土なので土に戻るのである」。

意味，「地の人」，「人間」，「人類」。
または，「パン」。


^  （創 18:20-32） そこでエホバは言った。「ソドムとゴモラの罪は極めて重く，彼らについての苦情の叫びはあまりにも大きいです。 21 私は下っていって確かめます。私に届いた叫び通りのことが起きているかどうかを知りたいのです」。 22 ここで2人がその場を離れ，ソドムの方に向かった。しかしエホバはアブラハムの所に残った。 23 それでアブラハムは近づいてこう言った。「あなたは本当に，邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼされるのですか。 24 もし町の中に正しい人が50人いるとしたらどうでしょうか。それでも滅ぼされますか。50人の正しい人のためにその町を容赦することはされないのでしょうか。 25 邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼして，正しい人と邪悪な人を同じ目に遭わせるようなことを，あなたがなさるはずはありません。あなたに限ってあり得ないことです。地上の人全てを裁く方は，正しいことを行われるのではありませんか」。 26 エホバは言った。「ソドムの町に正しい人が50人いるなら，その人たちのために町全体を容赦しましょう」。 27 アブラハムは再び言った。「エホバ，お願いです。土と灰にすぎない私ですが，申し上げさせてください。 28 もし正しい人の数が50人に5人足りないとしたらどうでしょうか。5人足りないので町全体を滅ぼされますか」。神は言った。「45人いるなら，滅ぼしません」。 29 アブラハムはさらに言った。「もし40人だとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「その40人のために，滅ぼすことはしません」。 30 アブラハムは続けた。「エホバ，どうか，お怒りにならずに聞いてください。もし30人しかいないとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「30人いるなら，滅ぼしません」。 31 アブラハムはさらに続けた。「エホバ，お願いです。申し上げさせてください。もし20人しかいないとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「その20人のために，滅ぼすことはしません」。 32 アブラハムは言った。「エホバ，どうか，お怒りにならずにもう一度だけ聞いてください。もし10人しかいないとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「その10人のために，滅ぼすことはしません」。



^  （ヘブ 11:17-19） 信仰によってアブラハムは，試された時にイサクを捧げたも同然でした。約束を与えられて喜んだ人が，自分の独り子を捧げようとしたのです。 18 「あなたの子孫*と呼ばれる者はイサクから出る」と言われていたにもかかわらずです。 19 アブラハムは，イサクが死んでも神は生き返らせることができる，と考えました。そして，いわばイサクを死から取り戻し，それは1つの例となりました。

直訳，「種」。


^  （創 22:1-12） こうしたことの後，真の神はアブラハムを試した。神が，「アブラハム！」と言うと，アブラハムは，「はい，ここにおります！」と答えた。 2 すると神は言った。「どうか，あなたの子，あなたが深く愛する一人息子のイサクを連れてモリヤ地方に行き，私が指定する山の上で，彼を捧げ物*として捧げてほしい」。 3 それでアブラハムは朝早く起き，ロバにくらを置いて，従者2人と息子のイサクを呼んだ。全焼の捧げ物に用いるまきを割り，それから出発して真の神が告げた場所に向かった。 4 3日目，アブラハムが目を上げると，その場所が遠くに見えた。 5 アブラハムは従者たちに言った。「あなたたちはロバと一緒にここにいなさい。この子と私は，あそこまで行って神を崇拝し，それから戻ってきます」。 6 アブラハムは全焼の捧げ物に用いるまきを息子イサクに背負わせ，自分は火種と短刀を手に取った。そして2人は一緒に歩いていった。 7 やがてイサクが父アブラハムに，「お父さん」と言った。アブラハムが「どうした，イサク」と答えると，イサクは言った。「火種とまきはありますが，全焼の捧げ物にする羊はどこですか」。 8 アブラハムは言った。「神が捧げ物にする羊を与えてくださるだろう」。2人は引き続き一緒に歩いた。 9 ついに2人は真の神が告げた場所に着いた。アブラハムはそこに祭壇を作り，その上にまきを並べた。それから息子イサクの手足を縛り，祭壇のまきの上に寝かせた。 10 そして短刀を手に取り，息子を殺そうとした。 11 ところが，エホバの天使が天から，「アブラハム，アブラハム！」と呼び掛けた。アブラハムは，「はい！」と答えた。 12 天使はこう言った。「少年を傷つけてはいけません。何もしてはなりません。今，あなたが神を畏れていることがよく分かりました。あなたは自分の子，一人息子を私に与えることを拒みませんでした」。

直訳，「全焼の捧げ物」。


^ （詩 73:28） 私にとって，神に近づくのは良いことだ。 私は，主権者である主エホバのもとに避難した。 その方の行い全てを知らせるために。



^  （詩 73:28） 私にとって，神に近づくのは良いことだ。 私は，主権者である主エホバのもとに避難した。 その方の行い全てを知らせるために。



^  （ヘブ 5:14） 一方，固い食物*は，十分に成長した人*のためのものです。そのような人は，使うことによって識別力*を訓練したので，正しいことも悪いことも見分けることができます。

または，「よくかんで食べる物」。
または，「大人」。
または，「知覚力」。


^ （格 15:9） エホバは，悪人の道をひどく嫌い， 正しく生きようとする人を愛する。



^  （詩 103:14） 神は私たちの造りをよく知っている。 私たちが土でできているにすぎないことを覚えている。



^  （格 15:9） エホバは，悪人の道をひどく嫌い， 正しく生きようとする人を愛する。



^  （詩 84:5） あなたから力を得る人は幸せです。 心をあなたの家への道に向けています。



^  （詩 84:7） その人は歩くにつれて力を得， シオンの神の前に立ちます。



^  （ヨハ一 5:3） 神を愛するとは，神のおきてを守ることです。神のおきては重荷ではありません。



^  （エフェ 6:14-18） ですから，しっかり立つため，真理のベルトを腰に巻き，正義の胸当てを着け， 15 平和の良い知らせを伝える用意として履物を履いて*ください。 16 加えて，信仰の大盾を持ってください。それによって邪悪な者*の火矢を全て消すことができます。 17 また，救いのかぶとをかぶり，聖なる力の剣つまり神の言葉を手に取ってください。 18 あらゆる種類の祈りと祈願を捧げ，どんな時も聖なる力に導かれつつ祈りましょう。祈ることを常に意識し*，いつも聖なる人たち全てのために祈願を捧げましょう。

または，「足に装備を着けて」。
サタンのこと。
または，「祈りのために目を覚ましていて」。


^  （格 4:23） ほかの何よりも，あなたの心を守れ。 命は心に懸かって*いるからである。

または，「源を発して」。


^  （フィリ 4:8） 最後に，兄弟たち，真実なこと，真面目なこと，正しいこと，清い*こと，愛すべきこと，立派なこと，高潔なこと，称賛に値することについて，考え*続けてください。

または，「貞潔な」。
または，「黙想し」。


^ （イザ 48:18） あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。



^  （イザ 48:18） あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。



^  （イザ 40:29-31） 神は疲れた人に力を与え， 弱った人にみなぎる活力を与える。 30 少年が疲れ果てて弱ることも， 青年がつまずいて倒れることもある。 31 しかし，希望を抱いてエホバを待つ人は，再び力を得る。 ワシのように翼を広げて舞い上がる。 走っても弱ることがなく， 歩いても疲れ果てない」。



^  （創 18:25） 邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼして，正しい人と邪悪な人を同じ目に遭わせるようなことを，あなたがなさるはずはありません。あなたに限ってあり得ないことです。地上の人全てを裁く方は，正しいことを行われるのではありませんか」。



^  （マタ 7:1） 裁くのをやめなさい。裁かれないためです。



^  （創 37:18-20） 兄弟たちは遠くにヨセフを見掛けた。ヨセフがまだ近くに来ないうちに，彼らはヨセフを殺そうとたくらみ始めた。 19 こう言い合った。「見ろ，あの夢見る方がやって来るぞ。 20 さあ，あいつを殺してどこかの貯水穴に投げ込んでやろう。どう猛な野獣に食い殺されたと言えばいい。あいつの夢がどうなるか，見てやろうじゃないか」。



^  （創 37:27， 28） あいつをあのイシュマエル人に売ろうじゃないか。殺すのはやめておこう。俺たちの兄弟，肉親なんだから」。兄弟たちは同意した。 28 イシュマエル人*の商人たちがそばを通り掛かると，兄弟たちはヨセフを穴から引き上げ，銀20枚でイシュマエル人に売った。その人たちはヨセフをエジプトに連れていった。

直訳，「ミディアン人」。


^  （創 37:31-35） 兄弟たちはヨセフの長い服を取り，雄ヤギを殺して，その血の中にその服を浸した。 32 そして，その特製の長い服を父の所に送り，こう伝えさせた。「私たちはこれを見つけました。あなたの子の服かどうか，調べてください」。 33 父は調べて，叫んだ。「あの子の服だ！ どう猛な野獣に襲われたのだ！ ヨセフはきっと切り裂かれたのだ！」 34 ヤコブは自分の衣服を引き裂き，腰に粗布を巻き，息子のことで何日も嘆き悲しんだ。 35 息子や娘たちは皆，何度もヤコブを慰めようとしたが，ヤコブは聞こうとせず，こう言うのだった。「あの子のことを嘆きながら，私は墓*に入ろう」。こうして父はヨセフのことで泣き続けた。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^  （創 50:15-21） 父が死ぬと，ヨセフの兄弟たちは言った。「ヨセフは私たちに恨みを抱いていて，彼にした悪いことの仕返しをしてくるかもしれない」。 16 それで兄弟たちはヨセフに次の言葉を伝えた。「父は死ぬ前にこう命じました。 17 『ヨセフにこう伝えなさい。「私からのお願いだ。兄弟たちの違反とあなたに害を加えた罪を許してやってほしい」』。それで，あなたの父の神に仕える者たちの違反をどうか許してください」。ヨセフはそれを聞くと，涙を流した。 18 兄弟たちもやって来て，ヨセフの前でひれ伏し，こう言った。「この通り，私たちはあなたの奴隷です」。 19 ヨセフは言った。「恐れないでください。私が神だとでもいうのでしょうか。 20 皆さんは私に対して悪いことをたくらみましたが，神はそれを良いことにつなげて，多くの人が生き延びられるようにしようと考えました。そして今，実際にそうなさっています。 21 ですから恐れないでください。私はこれからも皆さんと小さな子供たちに食物を供給します」。このようにヨセフは兄弟たちを安心させ，優しく話した。



^  （格 16:2） 人には自分の道はどれも正しく思えるが， エホバは動機を調べる。



^  （コリ二 6:13） それで，私たちの愛情に応えて，皆さんも心を大きく開いて*ください。私はわが子に話すように話しています。

または，「自分を広くして」。


^  （テモ一 2:3， 4） そのように祈ることは，私たちの救い主である神から見て良いことであり，受け入れられることです。 4 神は，あらゆる人が救われて，真理の正確な知識を得ることを望んでいます。



^  （使徒 17:30） 確かに，神はそうした無知の時代を見過ごしてきましたが，今では，悔い改めるべきことをあらゆる場所の全ての人に告げています。



^  （マタ 5:6） 正しいことを切望している人たちは幸福です。満たされるからです。



^  （詩 146:8） エホバは目が見えない人の目を開いている。 エホバはうずくまっている人を立ち上がらせている。 エホバは正しい人を愛する。



^ （コリ一 5:11） それで，私は今こう書きます。兄弟と呼ばれる人で，性的に不道徳な人*，貪欲な人，偶像を崇拝する人，ののしる人，酩酊する人，脅し取る人がいれば，そのような人とは接するのをやめなさい。一緒に食事をしてもなりません。

用語集の「性的不道徳」参照。


^ （コリ一 6:5） 私がこうしたことを話すのは，恥を知ってほしいからです。皆さんの中に，兄弟たち同士の問題を裁ける賢い人は一人もいないのでしょうか。



^ （ヤコ 5:14， 15） 病気の人がいますか。その人は会衆*の長老たちを呼んでください。そして，自分のために祈ってもらい，エホバ*の名によって油を塗ってもらってください。 15 信仰の祈りは病気の人*を良くし，エホバ*がその人を起き上がらせてくださいます。また，その人が罪を犯したのであれば，許されます。

用語集参照。
付録A5参照。
もしかすると，「疲れている人」。
付録A5参照。


^ （代二 19:6） それから裁判人たちに言った。「自分がすることをよく考えなさい。皆さんは人のためではなくエホバのために裁くからです。判決を下す時，神は皆さんと共にいてくださいます。
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エホバの証人の経験談

生活をシンプルにしました

マディアンとマルセラは衝動買いをして返済に追われていました。でも，伝道にもっと時間を使った方が充実した生活ができる，ということに気付きました。

ほかのトピック

異常気象 聖書は助けになるか

聖書には，自然災害に遭っている時にもその前後にも役立つアドバイスが書かれています。

家族のために

子供を預ける前に知っておきたいこと

利用できるサービスはいろいろありますが，メリットとデメリットをよく考えることが大切です。この記事は，お子さんにとって何が一番いいかを判断する上で役立ちます。
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^ ***喜歌 56番 真理を生き方にする***
56番
真理を生き方にする
（格言 3:1，2）
1. 人生は代わりがいない自分自身の道
だからこそ神の言葉を信じて生きよう
（※ 繰り返し）
真理学び 生き方にする
神からの喜びを味わうために
2. 神のため自分捧げる 良い実生み出す道
永遠の命もたらす奉仕続けよう
（※ 繰り返し）
真理学び 生き方にする
神からの喜びを味わうために
3. いつの日もエホバを頼る 祝福される道
愛される子供のようにエホバと歩もう
（※ 繰り返し）
真理学び 生き方にする
神からの喜びを味わうために
（詩 26:3; 格 8:35; 15:31; ヨハ 8:31，32も参照。）



^ ***造 3ページ 目次***
目次
ページ  章
  5    1  人生を意味あるものとするのは何ですか
 10    2  宇宙はどのようにして生じたか ― 創世をめぐる論議
 28    3  生命はどのようにして始まったか
 49    4  人間はきわめて特異な存在！
 73    5  造り出されたもの ― その背後にあるものは何か
 85    6  古代の創造の記録 ― 信頼できますか
103    7  創造者について一つの書物からどんなことを学べますか
120    8  創造者はご自身について啓示される ― わたしたちの益のために！
144    9  偉大な教え手は創造者をさらに明確に示す
165   10  創造者が気づかっておられるなら，どうしてこれほど苦しみがあるのですか
184   11  あなたの人生を永続的な意味のあるものとしてください



^ ***生ど 3ページ 目次***
目次
 4ページ  地球は生きている
11ページ  だれが最初にデザインしたのか
18ページ  進化 ― 通説と事実
24ページ  科学と創世記
29ページ  何を信じるかは重要
30ページ  参考文献



^ ***起 2ページ 目次***
生命の起源 ― 5つの大切な質問
目次
質問
 1  生命はどのようにして始まったのか
 2  単純な生物など本当にあるのか
 3  わたしたちの設計図はどこから来たのか
 4  すべての生物は共通の祖先から出たのか
 5  聖書を信じるのは理に反することか
    参考文献



^ ***喜歌 88番 あなたの道を教えてください***
88番
あなたの道を教えてください
（詩編 25:4）
1. 神のもとに集まった
真理学ぶために
その言葉光となり
行くべき道照らす
（※ 繰り返し）
あなたが導く道
ああ教えてください
真理を喜びとし
正しく生きるために
2. 神の知恵とその教え
心から頼れる
その言葉当てはめれば
無限の価値を知る
（※ 繰り返し）
あなたが導く道
ああ教えてください
真理を喜びとし
正しく生きるために
（出 33:13; 詩 1:2; 119:27，35，73，105も参照。）









^ ***喜歌 4番 「エホバは私の牧者」***
4番
「エホバは私の牧者」
（詩編 23編）
1. エホバは私の優しい牧者
羊を忘れずに深く気遣う
静かな水辺で私を癒やし
平和と安らぎで心を満たす
平和と安らぎで心を満たす
2. 恐れず歩もう 深い谷間も
あなたが共にいて守ってくれる
正しく生きたい その名のために
私の神エホバ 本当の友
私の神エホバ 本当の友
3. エホバの豊かな愛ある世話と
その揺るぎない愛 私のそばに
希望と喜び 感謝にあふれ
永遠に住みたい エホバの家に
永遠に住みたい エホバの家に
（詩 28:9; 80:1も参照。）



^ ***喜歌 30番 私の父，私の神，私の友***
30番
私の父，私の神，私の友
（ヘブライ 6:10）
1. 涙あふれて疲れ果てる時も
この生き方は無駄ではない
（※ 繰り返し）
私の愛を神は忘れ去らず
すぐそばにいて支えてくださる
愛のエホバはいつの日も
私の父です 神です 友です
2. 若さ過ぎ去り苦しみ続いても
信仰の目に見える希望
（※ 繰り返し）
私の愛を神は忘れ去らず
すぐそばにいて支えてくださる
愛のエホバはいつの日も
私の父です 神です 友です
（詩 71:17，18も参照。）









^ ***喜歌 111番 喜びはあふれる***
111番
喜びはあふれる
（マタイ 5:12）
1. エホバの祝福に心は高鳴る
神を愛する人 仲間に加わる
神の言葉からの教え日々受けて
信仰強くなり喜び高まる
喜びの炎は心に燃え立つ
苦難の中でさえ消えることはない
（※ 繰り返し）
エホバは喜び 私の喜び
心からたたえよう
偉大なエホバを
2. 美しい地球にあふれる命も
広大な宇宙もエホバをたたえる
さあ伝えていこう 明るい未来を
王国の祝福 世界に告げよう
永遠の喜び いよいよ近づく
暗い夜は明けて全てが輝く
（※ 繰り返し）
エホバは喜び 私の喜び
心からたたえよう
偉大なエホバを
（申 16:15; イザ 12:6; ヨハ 15:11も参照。）



^ ***喜歌 144番 報いを見つめて***
144番
報いを見つめて
（コリント第二 4:18）
1. 光失くした人 豊かな色を見る
音を失くした人 歌声聞こえる
再び命得た家族を抱き締める
（※ 繰り返し）
そこにあなたもいる
報い見つめれば
2. 羊とライオンが草の上で遊ぶ
痛みも傷もない 悩みも病も
悲しみの涙が笑顔に変わる時
（※ 繰り返し）
そこにあなたもいる
報い見つめれば
（イザ 11:6-9; 35:5-7; ヨハ 11:24も参照。）









^ ***喜歌 90番 励まし合いましょう***
90番
励まし合いましょう
（ヘブライ 10:24，25）
1. 励まし合いながらエホバに仕えて
強い絆結び愛を育てよう
神の民の愛は耐え忍ぶ力
会衆は避難所 私の安らぎ
2. 金のリンゴに似た優しい言葉を
友から掛けられて心温まる
思い一つにして働く喜び
重い荷を負い合い 友を支えよう
3. 仲間との集まり忘れることなく
確信を抱いてエホバの日待とう
友と肩を並べエホバに仕えて
励まし合いながら忠誠尽くそう
（ルカ 22:32; 使徒 14:21，22; ガラ 6:2; テサ一 5:14も参照。）



^ ***生ど 3ページ 目次***
目次
 4ページ  地球は生きている
11ページ  だれが最初にデザインしたのか
18ページ  進化 ― 通説と事実
24ページ  科学と創世記
29ページ  何を信じるかは重要
30ページ  参考文献



^ ***起 2ページ 目次***
生命の起源 ― 5つの大切な質問
目次
質問
 1  生命はどのようにして始まったのか
 2  単純な生物など本当にあるのか
 3  わたしたちの設計図はどこから来たのか
 4  すべての生物は共通の祖先から出たのか
 5  聖書を信じるのは理に反することか
    参考文献



^ ***喜歌 100番 人をもてなす***
100番
人をもてなす
（使徒 17:7）
1. 公平な神エホバは
恵みの雨も光も
心満たす糧も与え
もてなしてくださる
エホバのように与えて
人をもてなすあなたの
その親切 その善良
必ず報われる
2. それが見知らぬ人でも
深い気遣い示せば
いつの日にか良い実結び
喜びを刈り取る
ルデアのように与えて
人をもてなすあなたの
その憐れみ その優しさ
エホバの目に留まる
（使徒 16:14，15; ロマ 12:13; テモ一 3:2; ヘブ 13:2; ペテ一 4:9も参照。）









^ ***喜歌 9番 エホバは王！***
9番
エホバは王！
（詩編 97:1）
1. 歓喜の声上がる
神の正義 天 告げる
神に向かい賛美歌う
偉大な王エホバ
（※ 繰り返し）
歓喜満ちて 天地叫ぶ
全ての王エホバ
歓喜あふれ 天地叫ぶ
宇宙の王エホバ
2. エホバの栄光は
世界中で示される
王座につき賛美受ける
救いの王エホバ
（※ 繰り返し）
歓喜満ちて 天地叫ぶ
全ての王エホバ
歓喜あふれ 天地叫ぶ
宇宙の王エホバ
3. 神の子 選ばれて
正しい統治 開始する
エホバ以外 神はいない
無敵の王エホバ
（※ 繰り返し）
歓喜満ちて 天地叫ぶ
全ての王エホバ
歓喜あふれ 天地叫ぶ
宇宙の王エホバ
（代一 16:9; 詩 68:20; 97:6，7も参照。）



^ ***喜歌 139番 新しい世界を見つめて***
139番
新しい世界を見つめて
（啓示 21:1-5）
1. 心に描こう 楽園での私を
自由と平和が満ちた世界にいる
恐れや苦しみ涙も もはやない
輝く時代始まる
感謝の思いあふれ出す
（※ 繰り返し）
ありがとう 父エホバ
新しいこの世界
声響かせ さあ歌おう
この賛美を今あなたに
2. 心を向けよう 楽園での自分に
静けさ 安らぎ 満ちた世界にいる
エホバの約束全てが果たされた
愛する人と再び会える喜び
すぐそこに
（※ 繰り返し）
ありがとう 父エホバ
新しいこの世界
声響かせ さあ歌おう
この賛美を今あなたに
（詩 37:10，11; イザ 65:17; ヨハ 5:28; ペテ二 3:13も参照。）









^ ***イ経 記事14 生活をシンプルにしました***
生活をシンプルにしました
マディアンとマルセラはコロンビアのメデジンで快適な生活をしていました。マディアンは高収入で，2人はいいマンションに住んでいました。でもあることがきっかけで，生活を見直すことにしました。2人はこう話しています。「2006年に『目を純一に保ちなさい』特別一日大会がありました。大会のプログラムの中で，十分に奉仕するために生活をシンプルにするよう勧められました。自分たちの生活は真逆だと思いました。しょっちゅう衝動買いをして，返済に追われていました」。
2人はこのままではいけないと思い，生活をシンプルにすることにしました。こう言います。「まず出費を減らすことにしました。小さなアパートに引っ越して車を売り，バイクを買いました」。それだけでなく，ショッピングモールに行くのをやめました。ついつい物を買いたくなってしまうからです。伝道にもっと多くの時間を使うことにしました。熱心な特別開拓者の夫婦と仲良くなって，いろんな話も聞けました。
マディアンとマルセラは，伝道者が少ない田舎の小さな会衆に移動することにしました。そのために，マディアンは仕事を辞めることにしました。上司からは「頭がおかしくなったんじゃない？」と言われました。でもマディアンはこう言いました。「1つお聞きしてもいいですか。お給料をたくさんもらっていらっしゃいますが，本当に幸せだと感じておられますか」。上司は，幸せではないと言いました。いろいろな悩みがあったからです。マディアンは言いました。「本当に大切なのはお金じゃありません。私はもっと大切なものを見つけたんです。神様について知らせることにやりがいを感じています。この活動にもっとたくさんの時間を使いたいんです」。
2人は一生懸命に奉仕して爽やかさと充実感を感じています。これまで13年間，コロンビア北西部の伝道者の少ない会衆で奉仕してきました。今は特別開拓者として楽しく奉仕しています。
[脚注]
特別開拓者は特定の場所で全時間伝道する人たちのことです。エホバの証人の支部事務所が任命します。特別開拓者は生活費として少額の給付金を受けます。
​​​​​​​​​



^ ***トピ 記事35 異常気象 聖書は助けになるか***
異常気象 聖書は助けになるか
非常に大勢の人が異常気象の影響を受けてきました。あなたもそうですか。異常気象によって，さまざまな災害が生じています。ハリケーン，台風，サイクロン，竜巻によって高潮や洪水や暴風が頻繁に生じています。豪雨によって土砂崩れが起きたり，嵐に伴う落雷で山火事が起きたりすることもあります。干ばつや熱波や冬の嵐が大きな被害をもたらすこともあります。
異常気象による災害は，世界各地でますます頻繁に生じ，規模も大きくなっています。国際赤十字･赤新月社連盟はこう報告しています。「災害の影響を受ける人の数は，増加の一途をたどっている。ますます多くの洪水や嵐や干ばつによって多数の命が奪われ，大勢の人が家や生活手段を失っている」。
こうした災害は人々の生活を狂わせるだけでなく，感情面でも深い傷を与えます。家や物を失ったり，家族や友人を亡くしたりして，非常につらい思いをしている人たちもいます。
あなたもこのような災害に見舞われたことがありますか。もしそうなら，聖書は助けになります。聖書には慰めや希望を与える言葉や役立つアドバイスが書かれています。これまでに被災した大勢の人の助けになってきました。（ローマ 15:4）聖書は多くの人が抱く，次の重要な質問にも答えています。「神はどうしてこういうことが起きるままにするんだろう。これは神からの罰なんだろうか」。
今生じている異常気象は神からの罰ではない
聖書によれば，人々の苦しみを引き起こしているのは神ではありません。こうあります。「悪い事柄によって神が試されることはなく，誰かを試すこともない」。（ヤコブ 1:13）ですから異常気象が生じているのは神のせいではありません。
確かに聖書には，神が自然界の力を使って悪い人たちを処罰したことが記録されています。でも，そうした出来事は今の異常気象とは異なります。今の自然災害は突然生じ，良い人にも悪い人にも被害をもたらします。それに対し，神は悪い人たちを処罰するときにはいつも，事前に警告を与え，理由を説明し，正しい人たちを保護しました。例えば神は，ノアの時代に世界的な洪水をもたらす前に，理由を説明し，警告を与え，ノアと家族を保護しました。（創世記 6:13。ペテロ第二 2:5）
今起きている自然災害が神からの罰ではないことについて，さらに詳しくは「聖書は自然災害について何と述べていますか」という記事をご覧ください。
神は被災した人たちを助けたいと思っている
聖書によると，エホバは愛と思いやりにあふれた神です。聖書には，次のような慰めとなる言葉があります。
● イザヤ 63:9 「彼らが苦しんでいたどの時にも，神も苦しみを味わった」。
意味 エホバは苦しんでいる人を見て，とてもつらく感じています。
● ペテロ第一 5:7 「神は優しく気遣ってくださる」。
意味 エホバはあなたを深く気遣っています。
エホバは愛と思いやりに動かされて行動します。また聖書を通して，慰めを与えてくれます。聖書には役立つアドバイスや，間もなく異常気象による災害がなくなるという確かな希望が書かれています。（コリント第二 1:3，4）
異常気象はなくなる
聖書によれば，エホバは「良い将来と希望を与え」ると約束しています。（エレミヤ 29:11）また，人々が異常気象を恐れて生活することではなく，パラダイスになった地球で生活を楽しむことを願っています。（創世記 1:28; 2:15。イザヤ 32:18）
神はそれをご自分の王国によって実現させます。王国は天にあり，イエスが王として治めています。（マタイ 6:10）イエスは，自然災害を防ぐのに必要な知恵と力を持っています。地上にいた時にも，気象をコントロールする力を示しました。（マルコ 4:37-41）イエスは地球を治める時，理解と知恵を示し，人々が環境を守り，自然と調和して生きるにはどうしたらよいかを教えます。（イザヤ 11:2）イエスのリーダーシップの下で生活する人たちは，二度と再び異常気象の被害を受けることはありません。
こう思うかもしれません。「イエスはいつ気象をコントロールする力を発揮するんだろう」。その点については，「神の王国が地球を治めるのはいつか」という記事をご覧ください。
異常気象に備えて今できること
聖書のアドバイスは，自然災害に遭っている時にもその前後にも役立ちます。
● 自然災害が起きる前: すぐに行動できるよう備えておく。
聖書は何と述べているか 「聡明な人は危険に気付いて身を隠すが，経験のない人たちは進んでいって当然の報いを受ける」。（格言 22:3）
意味 すぐに行動して家族を守れるように，危険を予期します。
経験 「山火事が起きた時，私たちは備えができていました。非常用持ち出し袋も薬も服も用意していました。周りの人たちはパニックになり動揺していました。でも私たちは必要なものを全て持っていました。備えをしていて本当に良かったです」。タマラ，米国カリフォルニア州
● 自然災害の間: 何が大切かをよく考える。
聖書は何と述べているか 「たくさんの物を持っていても，命は所有物からは生じない」。（ルカ 12:15）
意味 命は所有物よりも大切です。
経験 「台風ラウィンで家が破壊された時，どうすればいいか分からず，混乱してしまいました。できたのはエホバ神に必死に祈ることでした。失ったのは物だけです。大切な命は助かりました」。レスリー，フィリピン
● 自然災害の後: 一日一日やっていく。
聖書は何と述べているか 「次の日のことを決して心配してはなりません。次の日は次の日で心配する事があります」。（マタイ 6:34）
意味 先々のことを心配しないようにします。
経験 「ハリケーン･イルマによって家が水浸しになってしまいました。いろいろなことを決めなければならず，ストレスがピークに達しました。その日その日の問題に取り組むようにという聖書のアドバイスに従うよう努力しました。エホバが助けてくれたので，自分でも信じられないぐらい冷静に対処できました」。サリー，米国フロリダ州
「防災 いざという時に備える」という記事には，役立つアドバイスがさらに載せられています。
[脚注]
エホバとは聖書に出てくる神の名前です。（詩編 83:18）
台風ハイマーとも呼ばれています。
[囲み]
被災地での救援活動
次のビデオをご覧ください。自然災害の後，エホバの証人が仲間を助ける上で聖書の教えがどのように役立ったかが分かります。
ブラジルでの大規模洪水
カリフォルニアの山火事
​​​​​​​​​​​​



^ ***イ家 記事14 子供を預ける前に知っておきたいこと***
家族のために | 子育て
子供を預ける前に知っておきたいこと
仕事を持つ親の中には，子供を保育園や託児所に預ける人もいます。あなたもそうしようと思っていますか。
考えたいこと
チェックポイント
考えたいこと
子供を預けると親子の絆が弱くなるか。弱くなることもあります。誕生後，最初の数年間に子供の脳は急速に発達します。それは人との関係を築く大切な時期です。この時期にできるだけお子さんと一緒に過ごしましょう。（申命記 6:6，7）
● 子供を預けた後も子供との強い絆を保てるか，考えてみましょう。
子供を預けると親の影響力が弱くなるか。弱くなることもあります。「思春期の親子関係を取り戻す」 という本にはこう書かれています。「幼児同士で過ごす時間が長いほど，仲間からの影響を多く受ける」。
● 子供を預けた後も子供が親から良い影響を受けられるか，考えてみましょう。
子供を保育園や託児所に預けた方が，学校に入った後勉強が楽になるか。楽になると言う人もいれば，学習面でプラスになることはほとんどないと言う人もいます。いずれにしても，児童心理学者のペネロープ･リーチはこう書いています。「学校での教育が人生で成功する鍵だと思わないでください。できるだけ幼いうちに勉強を始めた方がいいというわけではありません。子供にとってもっと大切なのは親から受けてきた教育です」。
● 子供を預けるのは本当に子供のためになるのか，考えてみましょう。
親のどちらかが家で子供の面倒を見られるか。もっといい暮らしをしたいという理由で共働きをする人たちもいます。でも，それに伴うマイナス面にも目を向けましょう。
● 出費を減らすことで親のどちらかが子供の面倒を見ることができるか，考えてみましょう。
子供を預けるかどうかは，メリットとデメリットをよく考えてから決めましょう。子供を預けた方がいいと思える場合，どんな点を考えるといいでしょうか。
チェックポイント
聖書には「聡明な人は1歩ごとにじっくり考える」と書かれています。（格言 14:15）どんな方法で子供を預けたらいいか，よく考えることが必要です。
どんな選択肢があるか
● 個人の家に子供を預ける親もいます。そこでは1人か数人の保育スタッフが少人数の子供たちを世話します。
● 親族やベビーシッターに子供の世話をしてもらっている親もいます。
どの選択肢にもメリットとデメリットがあります。子供を預けたことがある友人に話を聞いてみるのはどうでしょうか。「助言を求める人たちには知恵がある」と聖書に書かれています。（格言 13:10）
保育園や託児所に預けようと思う場合，次の点を確かめましょう。
どんな施設か
● 認可を受けている，または法律で定められた基準を満たしている施設でしょうか。その施設の基本情報を調べたり評判を確かめたりしましょう。
● その施設は清潔で安全でしょうか。
● どんなアクティビティーがありますか。
どんな保育スタッフがいるか
● スタッフはきちんとした研修を受けていますか。幼児教育や応急処置，心肺蘇生法について学んでいますか。
● 自分の子供を担当してくれるスタッフはどんな評判ですか。
● スタッフの入れ替わりが激しいですか。頻繁に入れ替わると，その都度，子供は新しいスタッフに慣れる必要があります。
● 十分な数のスタッフがいますか。スタッフが少ないと，子供にあまり目が行き届かないかもしれません。もちろん，どれほどの世話が必要かはその子の年齢や状況によって違います。
● スタッフとのコミュニケーションは取りやすいですか。スタッフも子供の様子を何でも話してくれますか。
[脚注]
「思春期の親子関係を取り戻す 子どもの心を引き寄せる『愛着脳』」，ゴードン･ニューフェルド，ガボール･マテ著，小野 善郎，関 久美子訳，福村出版。
例えば，テレビばかり見せていますか。それとも，運動や学びのためのアクティビティーが提供されていますか。
[囲み]
まとめ: 子供を預ける前に知っておきたいこと
● どんな選択肢があるか。保育園や託児所ではなく個人の家に子供を預ける親もいれば，親族に子供の世話をしてもらう親もいる。どの選択肢にもメリットとデメリットがあるので，よく考えてから決める。
保育園や託児所に預けることにした場合，次の点を確かめる。
● どんな施設か。清潔で安全か。法律で定められた基準を満たしているか。どんなアクティビティーがあるか。
● どんな保育スタッフがいるか。信頼できる人たちか。コミュニケーションを取りやすい人たちか。十分な数のスタッフがいるか。
​​​​​​​
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